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仙台市の文化財録護行政に対 しましては、日頃から多大なご協力を頂き、まことに感謝に絶

えません。

本市の南東部に位置する四良Б丸地区は豊かな田園地帯であ り、おもに近郊農業地帯として推

移して参 りました。しかしながら、近年では市街化が急速に進み、仙台市のベットタウンとし

て生まれ変わ りつつあ ります。

今回の四郎丸館跡の調査も、こうした市街化の流れの中で平成 6年の調査に続 く第 2次調査

として実施されました。調査では、前回の調査と同様に中世の館跡に関わる堀跡や建物跡が多

数確認された他、方形周溝墓も発見されました。このうち特に方形周溝墓については、昭和58

年に北側に隣接する戸ノ内遺跡で 1基、平成 6年の調査で 3基が発見されており、この付近に

古墳時代の墓域が予想以上に広がっていることが判明するなど、多大な成果をあげることがで

きました。

本書はこのような調査成果を収録したものであ り、多くの方々に積極的に活用され、学術研

究の場で役立てば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行に際して、ご協力くださいました皆

様に深く感謝申し上げる次第であ ります。

平成 9年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 堀 籠 克 彦



例   言
1.本書は宅地造成に関わる四郎丸館跡の発掘調査報告書である。

2.出土遺物の整理と報告書作成は平間亮輔、伊藤孝行が担当し、編集は平間が行った。陶器 。磁器の鑑定に際し

ては佐藤 洋の協力を得た。なお、本文の執筆分担は以下の通 りである。

平間 一 第 1章

第 2章 第 3節 4
″  第 5節
″  第 6節

第 3章

伊藤 ― 第 2章 第 1節
″  第 2節
″  第 3節 1・ 2・ 3
″  第 4節

3.発掘調査および報告書作成にあたっては次の方々から多くの指導・助言・協力を受けた。

高橋一夫、坂野和信、福田 聖、西川修一、鈴木 功、福仙興業株式会社 (敬称略)
4.本調査における出土遺物、実測図、写真等の資料は仙台市教育委員会で一括保管している。

例

1.本書中の上色については「新版標準土色帖」珂ヽ山、竹原1995を使用 した。

2.本書使用の地形図は国土地理暁発行 5万分の 1「仙台」 (平成 7年編集 )、 同「岩沼」 (平成 2年編集)、 仙台市

都市計画課作成の2.5万分の 1「都市計画図」である。

3.本書中の北は磁北を示 している。

4.遺構の略称は次のとお りで、それぞれに通し血を付けた。

SA:塀跡・柵跡などの柱列   SB:掘 立柱建物跡   SD:溝 跡

SE:井 戸跡          SK:土 坑       P :柱 穴などのピット

5.掘立柱建物跡の柱痕跡はスクリーントーンで示 した。

6.掘立柱建物跡・ 柱列跡模式図中の数字は柱間隔 (clll)を示す。

7.土師器の黒色処理、陶器外面の釉の範囲はスクリーントーンで示 した。赤彩は橙色で示した。

8.遺物の法量のうち ( )は図上復元値である。

9.鉄製品・石製品等の長さのうち ( )は現存値を示す。

10.引用・参考文献は巻末にまとめた。
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第 1章 はじめに

第 1節 調査にいたる経緯

当遺跡の所在する四郎丸地区は近年急速に市衡化が進みつつある。昭和58年に行われた戸ノ内遺跡の発掘調査以

来、遺跡の周辺においては継続して宅地開発が行われてきたが、遺跡内においても平成 5年に開発行為の協議が開

始され、遺跡東半部は平成 6年に行われた第 1次発掘調査の後、すでに宅地として開発されている。

今回の調査対象地区は、前回宅地として開発された地区の延長部分として開発協議が行われた。対象地区は遺跡

範囲外であったが、第 1次調査区の東側隣接地であることから、試掘調査を行い、その結果をもとに再度協議を行

うこととした。試掘調査は平成 7年 5月 29日 ～ 6月 2日 にかけて行われ、溝跡等の遺構が確認されたため、本調査

を実施することとなった。

遺  跡  名

調  査  名

所  在  地

調 査 主 体

調 査 担 当

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 協 力

発掘調査参加者

第 2節 調査要項

四郎九館跡 (仙台市文化財登録番号 C-536、 宮城県遺跡登録番号01240)

四郎九館跡第 2次発掘調査

仙台市太白区四郎丸字戸ノ内871、 911

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課調査第二係

担当職員 平間亮輔 伊藤孝行

1996(平成 8)年 4月 10日 ～ 5月 30日

608Υ

534m2

福仙興業株式会社

青木 吉次     浅見 膳子     阿部みのる     入間川きみ

伊藤 清子     遠藤いな子     大沼みさほ     小畑 和子

加嶋みえ子     工藤きく子     佐藤とき子     佐野たみえ

庄子 弘子     鈴木 いし     須賀 栄子     菅井 清子

菅井きみ子     高橋たづよ     菅谷 裕子     竹森 光子

田中さと子     椋沢 純子     早坂みつえ     福山 幸子

本郷 正      山田千代子     三浦つよの     渡辺 洋子

相沢美佐子     熊谷きぬ子     斎藤喜恵子     佐藤よし子

雫石 良子     高橋 弘子     横山美代子     渡辺まき子

整理作業参加者



第 2節 調査要項

第 1図 周辺の遺跡

彗ち 遺跡名 種 別 立  地 年  代 口
巧 遺跡名 種  別 立  地 年 代

1 四郎丸館跡 周溝墓 集落跡 城館 自然堤防 古墳前 平安 中世 近世 清水遺跡 集落跡 自然堤防 弥生～平安

2 戸ノ内遺跡 集落跡 周溝墓 自然堤防 弥生 古墳前・平安 中世 野田山遺跡 集落跡 丘陵斜面 弥生 古墳～平安

3 中田畑中遺跡 集落跡 自然堤防 古墳 奈良 平安 耕谷遺跡 包含地 自然堤防 古墳

4 昭和北遺跡 集落跡 自然堤防 古墳～平安 鶴巻前遺跡 集落跡 自然堤防 古墳～平安

5 後河原遺跡 水田跡 自然堤防 奈良～近世 金剛寺貝塚 只塚 丘陵 縄文前 後 晩

6 中田南遺跡 集落跡 自然堤防 古墳～中世 十三塚遺跡 只塚 集落跡 丘陵 縄文 弥生 古墳前 中

7 安久東遺跡 集落跡 周溝墓 自然堤防 弥生～近世 雷神山古墳 古墳 丘陵 古墳

8 栗遺跡 集落跡 自然堤防 弥生～平安 飯野坂古墳群 古墳 丘陵 古墳前

9 前田館跡 城館 自然堤防 中世 高館山古墳 古墳 丘陵 古墳前

松本遺跡 屋敷跡 自然堤防 近世 宇賀崎古墳 古墳 丘 陵 古墳中 後

11 弁天囲古墳 古墳 自然堤防 古揆 高館城跡 城館 丘陵 中世

城丸古墳 古墳 自然堤防 古墳 熊野堂大館跡 城館 丘 陵 中世

13 仙台大塚山古墳 古墳 河川敷 古墳 前沖中遺跡 包含地 沖積平野 古墳 奈良 平安

今熊野遺跡 貝塚集落跡周溝墓 丘陵 縄文早 前、弥生～平安 前沖北遺跡 包含地 自然堤防 古墳 奈良 平安

15 五郎市遺跡 集落跡 周溝墓 丘陵 縄文～古墳前 下余田遺跡 集落跡 自然堤防 古墳中 古代

西野田遺跡 集落跡 周溝墓 丘陵 十日石器 縄文前 晩 古墳 古代 神明遺跡 包含地 自然堤防 古墳 奈良 平安

官下遺跡 集落跡 丘陵 縄文 弥生 古代 熊野那智神社 神社跡 丘陵中腹 中世 近世

表 1 周辺の遺跡地名表
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第 3節 遺跡の概要

1.遺跡の概要

四郎九館跡は、藤原秀衡の家臣である名取四郎の居館、同氏が源頼朝に滅ばされた後は曽我氏の居館、さらに室

町末期には伊達家家臣菅井和泉守実国の居館として伝えられてきた。このため当初から中世の城館として意識され

てきた遺跡であり、北側に隣接する戸ノ内遺跡の昭和58年の調査および平成 6年の当遺跡第 1次調査では「四郎九

館跡」に関連すると考えられる遺構が検出されている。また第 1次調査では近世の屋敷跡に関する遺構も検出され

ている。

しかし、前述した戸ノ内遺跡の調査において古墳時代前期の方形周溝墓や竪穴住居跡が発見され、また当遺跡第

1次調査でも3基の方形周溝墓が確認されるなど、館跡としてだけではなく古墳時代前期の墓域や集落としての性

格も持つようになってきている。

2.地理的環境

四良焉九館跡は JR東北本線南仙台駅の東方約 3 km、 名取川の南岸に位置する。名取川の河口からは約 4血で、標

高は 3～3.5mで ある。遺跡は名取川の自然堤防が後背湿地に張 り出したちょうど先端部に位置している。東側と

南狽よには水田として利用されている低湿地が迫っていて、水田との比高差は約 lmである。
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第 3節 遺跡の概要

3.歴史的環境

名取川下流の平野部および西側の高館丘陵には各時代を通して多数の遺跡が確認されている。ここでは川の南岸

部において、今回の調査に関連する古墳時代以降の遺跡を中心に概観してみたい。

古墳時代前期の集落跡は、当遺跡の南西 5～ 6 kmに ある今熊野遺跡、西野田遺跡、野田山遺跡などが丘陵上に分

布している他、当遺跡に隣接する戸ノ内遺跡、北西 l kmの中田畑中遺跡、北東約 l kmの昭和北遺跡、西方約 3�の

安久東遺跡、南方約 3血に位置する鶴巻前遺跡など低地においても確認されている。さらにこれらの集落遺跡のう

ち今熊野、西野田、戸ノ内、安久東の各遺跡と、西野田遺跡の南方1.5kmに位置する五郎市遺跡では方形周溝墓が

発見されており、方形周溝墓と集落が密接な関係を持ちながら平野の各地に散在している様子がみてとれる。また

このころの高塚古墳としては、雷神山古墳、飯野坂古墳群、高館山古墳、宇賀崎古墳などがあるが、これらは西側

の丘陵上に位置している。

この他、古墳時代の集落としては西方2.5～ 4血に中田南遺跡、清水遺跡、栗遺跡などがあり、このうち清水遺

跡、栗遺跡では後期の遺構が数多く検出されている。

奈良・平安時代には清水遺跡、中田南遺跡などで集落の拡大が認められる他、中田畑中遺跡、安久遺跡、安久東

遺跡、鶴巻前遺跡などで集落跡が検出されているなど遺跡数は増大する。

中世になると平野西側の高館丘陵の上には高館城跡、熊野堂大館跡、川上大館跡など大規模な山城が築かれ、平

地には松木遺跡、安久東遺跡、前田館跡、中田南遺跡、四郎丸館跡など、城館や居館 。屋敷が数多く造られるよう

になる。また、高館丘陵の麓に位置する大門山遺跡付近は中世を通じて大規模な信仰の場であったことが引らかに

されている。

近世の名取川沿いの地域は農村地帯である。当遺跡は四郎丸村に合まれ、四郎九村は「封内風上記」によれば約60

戸の屋敷があったとされる。当遺跡の 1次調査では文政年間に作られた「名取郡北方四郎九邑」給図に描かれた屋

敷に関連すると考えられる建物跡や溝跡が発見されている。なお、山田条里遺跡でも有力農民の屋敷跡が発見され

ている他、松木遺跡でも有力者と関連すると考えられる屋敷跡が調査されている。

第 4節 調査方法

1.調査区の設定

建設予定の東西道路の方向にあわせて東西の基準線を設け、これに直交する南北の基準線と共に10mグ リッドを

設定した。南北基準線の方位は磁北から 5°東に振れている。グリッドの名称は南北方向をアルファベット、東西

方向をアラビア数字とし、その組合せで表した。また、グリッド交点の名称は交点の南東側のグリッドの名称で示

した。

2.調査方法

調査予定地はすでに盛土整地がされていたため、重機で盛土渚よび直下の I・ Ⅱ層を除去した。精査はⅢ層上面

から行ったが、重機で掘削する際にⅢ層をやや掘 りすぎたため、Ⅲ層上面で精査できた範囲は狭い。なおⅣ層以下

の精査も各層ごとに順次行 うよう努めたが、Ⅳ oV層の遺存状況が悪く、分布が限られることもあって本来の掘 り

込み面が確認できない遺構もあった。なお、最終的にはⅥ層上面まで掘 り下げて精査を行ったが、Ⅵ層以下につい

ては、深く掘 り込まれた遺構の断面観察では文化層らしい層が確認できず、また第 1次調査でも遺構・遺物が検出

されていないことからこれ以下は無遺物層と判断し、掘 り下げは行わなかった。

遺構の平面図は、基準杭を利用して簡易遣 り方を組み、1/40で作成した。断面図は1/20で作成した。写真は35111111

モノクロとリバーサルで撮影している。

遺物は各遺構ごとに取 り上げたが、遺構に伴わない基本層中の遺物は、層ごとにグリッド別に取上げた。
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第 5節 基本層序

今回の調査では盛上下に 8層を確認した。第 1次調査区の基本層序ともほぼ一致する。大別するとI層がややグ

ライした粘土質シルト、工層が明るい色調のシルト、Ⅲ～V層が黒色系のシルト、Ⅵ層が明るい色調の砂質シルト

である。層の傾きは、東西方向については東に向かって傾斜していることが判るが、調査区の南北方向の長さが短

いため南北方向については不明である。

I 層 2.5Y4/2暗灰黄色粘土質シルト。厚さは 5～ 20ctllで平均10clll程度である。下面は比較的凹凸がある。調

査区の全域に分布する。盛土以前の水田耕作上である。

Ia層 10YR4/2灰黄褐色シルト。厚さは 5～ 24clllで平均15clll程度である。下面は凹凸が少ない。調査区西部の

A・ B-2・ 3グ リッド付近に分布し、近世以降の畑の耕作土と推定される。

Ib層  10YR4/3にぶい責褐色シルト。厚さは 5～ 40clllで平均20clxl程度である。下面は凹凸があり、下層を攪拌

している。調査区全域に分布し、近世以降の畑の耕作土と推定される。上面から近世の遺構が掘り込まれ

ている。

Ⅲ 層 10YR3/1黒褐色シルト。10Y R4/3にぶい黄褐色砂質シルトブロックと木炭粒を微量に合む。厚さは 5

～25clllで平均10clll程度である。下面は比較的凹凸が少ない。調査区のほぼ全域に分布する。上面から中～

近世の遺構が掘り込まれている。

Ⅳ 層 10Y R3/2黒 褐色シルト。厚さは 4～ 38clllで平均25clll程度である。調査区の東半部に分布する。上面から

中世の遺構が掘り込まれている。

Wa層 10YR3/1黒褐色シルト。厚さは 5～ 25clllで平均20clll程度である。調査区の東半部、A・ B-6グ リッド

から東側に分布する。

Vb層 10Y R3/1黒 褐色ツルト。10Y R4/2灰黄褐色砂質シルトブロックを微量に合む。厚さは15～ 30clllで平均

20clll程度である。調査区の東半部、A・ B-5グ リッドから東側に分布する。上面から古墳時代前期の方

形周溝墓が掘り込まれている。

Ⅵ 層 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト。厚さは約80clllで、調査区全面に分布する。

A-4グ リッ ト A-7グ リッ ト

■b

aへ
荒 ,彰 ～ 在

第 5図 基本層序



第 1節  Ib層の遺構と遺物

第 2章 検出された遺構 と遺物

第 1節 Ⅱb層の遺構と遺物

1.遺構の概要

Ib層は、調査区全域にわたり分布していたが、Ⅲ層上面まで重機で除去したため、工b層上面の精査はできな

かった。遺構はⅢ層中の平面で確認したが、断面観察によりIb層上面から掘 り込まれたことが判明した溝跡が 2

条あった。遺構の時期は、近世と考えられる。

2.溝跡

SD3(第 6図 )

調査区西部、A・ B-2・ 3グ リットにかけて検出された。SD8と重複関係にあり、切っていることから本遺
構が新しい。方向は、N-37°一Wである。上端幅は140～ 180伽、下端幅は10～ 20伽、深さ約60硼、底面はやや凹

凸があるが比較的平坦である。断面形は「 V」 字形に近く、壁は幅の狭い底面から大きく開きながら立ち上がる。

堆積土は 5層からなり、いずれも自然堆積層である。出土

遺物はない。溝の性格は不明である。

SD4(第 6図 )

調査区西部、A・ B-3グ リットにかけて検出された。
SD8と 重複関係にあり、切っていることから本遺構が新

しい。方向は、N-40° ―Wである。上端幅は約 70clll、 下

端幅は13～ 24clll、 深さ約20m前後、底面はやや凹凸がある

が比較的平坦である。堆積土はSD3と 同じである。出土

遺物はない。溝の性格は不明である。

SD4 確認作業

当

-
層 位 調 性   質 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 ンル ト
10Y R3/1黒 褐色粘土を ブ ロ
ク状に少量含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粕土

4 10YR3/2 黒褐色 粘土
10Y R4/2灰 貢褐色砂質シルト

を小ブロック状に微量含む。
5 10Y R4/2 灰責褐色 砂管 シル ト

第 6図  SD3・ 4平面 。断面図



第 2章 検出された遺構と遺物

第 2節 Ⅲ層の遺構と遺物

1.遺構の概要

Ⅲ層は調査区全域にわた り分布しているが、調査区中央部 (B-5グ リット)から東部にかけて重機と人力で除

去してしまい、平面的な精査はできなかった。遺構は調査区西側にしかなく、Ⅲ層中で溝跡 4条、土坑 1基を確認

したが、断面観察によればほとんどがⅢ層上面から掘 り込まれたものであった。時期は中世でも新しいと考えられ

る。

2.溝跡

SDlA(第 9図 )

調査区西端部、A・ B-1・ 2、 C-2・ 3グ リットにかけて検出された。SDlBと SD2と重複関係にあり、

切っていることから本遺構が新しい。方向は、N-35° 一Wである。上端幅は340～ 400clll、 下端幅は約200側、深

さは約100cm、 底面は、比較的平坦であるが、調査区の南側で深さ約25cIIlの 上坑状の窪みが検出された。断面形は

皿状を呈し、底面からゆるやかに立ち上がる。堆積土は 9層からなり、いずれも自然堆積層である。出土遺物は、

SDlBoSD2と 同遺構と考え調査したためSDlB・ SD2と混じっているが、図示できたのがロクロ調整後

底部内面にナデが施された土師質土器、手づくね手法で制作された土師質土器、龍泉窯系の青磁の碗、肥前の染付

の皿、岸窯系の皿、常滑の甕、漆器の抗、砥石である。手づくね手法の上師質土器については、底部は九底風平底

第 7図 Ⅲ層上面全体図

SDlA調 査風景 (A・ B-1・ 2グ リッド) SDlA調 査風景 (C-2・ 3グ リッド)



第 2節 Щ層の遺構と遺物

で、口縁部にヨコナデ調整を施し、口縁部と底部の境に明瞭な屈曲をもつ。岸窯系の陶器については、片口の付く

九皿で、体部外面下部から底部にタール状の付着物があった。17世紀後半のものである。他にも東海地方産の陶器

や上師器の甕などが出上している。溝の規模からすると屋敷に関わる溝か基幹の水路と考えられる。

SDlB(第 9図 )

調査区西端部、A・ B-1・ 2、 C-2・ 3グ リットにかけて検出された。SDlAと 同遺構と考え調査したが、

断面観察の結果違う遺構であることが判明し、SDlBと 名付けた。SDlAと 重複関係にあり、切られているこ

とから本遺構が古い。方向は、N-35° ―Wである。北西部は攪乱により破壊されているが、上端幅は約155clllと

推測され、下端幅は約55clll、 深さは約52clll、 底面はやや凹凸があるが比較的平坦である。断面形は皿状を呈し、底

面からゆるやかに立ち上がる。堆積土は 2層からなり、堆積上の状況からみて、いずれも人為堆積層と考えられる。

SDlAに はとんど切られていることから、何のための溝かは不甥である。

D疋 フ

O

No 写真図版 出土地点 層位 種  別 器 種 遺存度
法  量 耐

色   調 特 徴
口 径 底  径 器  高

1 36-1 SD1 2 上層 土師賃土器 小皿 下半2/3 にぶい橙色 体部内外 ロクロ、底部内面 ナデ、底部回転糸切

2 36-7
SD1 2

下 層
陶器

El

(片 口Ⅲ
1/2 (漁角)オ リーブ黒

(器面 )灰色

岸雲系、体部外 lEl下 部～底部に タール状 の付看

物ん り、 17世紀後半

36-3 SD 上層 磁器 (青磁 ) 師 口 緻 /1ヽ 片 〔オリーブ 峯系、言1花文 、 13世祀

4 36-4 SD 2 上層 磁器 (染付 ) Il 肥前、 18世紀 ?

5 36-2 SD1 2 下層 土師質土器 阻 1/3 (142) (内 )黒褐色

(外 )にぶい褐色

(内 )口縁部ヨヨナデ、体部ナデ

(外 )口縁部ヨヨナデ、体部手持ヘラケバリ

6 36- SD 2 下層 権器 (青磁 ) ,こ ? 下半1/3 (踊h〕 灰 オ リーブ 具雲 系、 13世紹

7 36-6 SD ド 陶 器 部 分 灰責 角 常滑、押 印あ り

8 36- SD 2 下層 木製品 卜F十 1内 )黒漆上に赤漆  (外)黒漆
9 36-9 SD 2 下層 木製品 漆器 下半 1/4 (内 外)黒漆

No 写夏図版 出土地点 層位 種   別 遺存度 長さ い 幅  ω 厚 さ 働 重量  lg) 特 徴

36-10 SD1 2 下層 石製 品、砒石 28～38 06～ 24

第 8図  SDlA・ IB・ 2出土遺物



第 2章 検出された遺構と遺物

Ｂ・２＋

任ユ00m

-

Ｃ・３＋

SDlA
層 便 色 調 性   質 備 考

1 10YR4/2 灰責褐色 ンル ト宮粘 土 を斑紋状に多豊含む。

10Y R4/ 瑠爵ワ 粘 酸化鉄を斑紋状に少量含む。

酸化鉄を斑紋状に少畳含むぃ 10Y R3/1黒 褐色粘土が薄 く互層 となる。10Y R4/ 褐灰

4 10Y R4/ 褐灰色 粘上 酸化鉄を班紋状に少量含む625Y4/1責 灰色粘上をブロック状に少量含む。
10Y R3/ 黒褐色 粘土 酸化鉄を斑紋状に少量含む。細秒粒を徴量含む。

25Y3/2  黒褐色 粘土 酸化鉄を斑紋状に少量含む。植物遺体少量、本炭粒微量含む。

7 25Y3/1  黒褐色 粘土
酸化鉄を斑紋状に少量含む。 75Y5/1灰色滴土 ブ ロック、 10Y4/1k色 澗砂
ブロックを微畳含むぃ

25Y3/1  黒褐色 酸化鉄を斑紋状に少量含む。2_5Y5/3責褐色細砂 ブロックを微量含む。
10YR3/1 黒褐色 粘 + 酸化鉄を斑紋状に少畳含む。木炭粒を微量含む。

SDlB

1 25Y3/1  黒褐色 粘土
酸化鉄を斑紋状に少量含む。25Y5/3責 褐色細砂ブロック、25Y4/1黄 灰色
粘土ブロックを多量含む。

2 10Y R2/1 黒色 粘土
酸化鉄を斑紋状に少量含む。25Y5/3責 褐色細砂 ブロック、25Y4/1貢 灰色
粘 +ブ ロックカ少畳合▼|^

第 9図  SDlA・ lB平面・断面図



SD5(第 10図 )

調査区西部、A・ B-3グ リットにかけて検出

された。 SD7と SK3と 重複関係にあ り、 SD

7に切られ、 SK3を切っていることから本遺構

はSD7よ り古く、 SK3よ り新 しい。方向は、

N-25° 一Wである。上端幅は約 325clll、 下端幅

は110～ 120釦、深さ約70clll、 底面は、やや凹凸が

あるが比較的平坦である。東壁部に底面から約10

伽のところに最大幅約 80cIIlの 平坦部が検出され

た。断面形は逆台形に近 く、壁は幅の広い底面か

らゆるやかに立ち上がる。堆積土は 9層からなり、

いずれも自然堆積層である。出土遺物は、図示で

きたのが瀬戸の天目茶碗である (第 11図 )。 他に

磨滅のため図示できなかったがロクロ調整の上師

器の変が出土している。底面のレベルは調査区内

ではほとんど高低差はないが、下層が細砂と粘土

の互層になっていることから水路の可能性が高

く、周辺の地形から考えて】ヒ西から南東へ流れて

いたと推測される。

第 2章 検出された遺構と遺物
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SD7(第 12図 )

調査区西部、A・ B-3グ リットにかけて検出された。 SD5と SK3と 重複関係にあり、それらを切っている

ことから本遺構はSD5、 SK3よ り新 しい。方向は、N-17° 一Wである。 SD5と の切 り合いにより明確では

ないが、上端幅は推定約120伽、下端幅は15～ 30clll、 深さ約52clll前後、底面は、やや凹凸があるが比較的平坦であ

る。断面形は逆台形に近 く、壁は底面から急角度で立ち上が り、その上方で外に開いている。堆積土は南北によっ

て異なっているが、いずれも自然堆積層である。出土遺物は図示できるものはないが、ハケメ調整の甕とロクロ調

整の甕が出土している。調査区内の高低差は12clllであ り、下層が細砂と粘上の互層になっていることから、耳ヒから

南へ流れている水路と考えられる。

色 調 性   管 偏 考

1 10Y R2/2 粘土 質 シル ト

2 10YR3/2 黒褐色 ンル ト質粘土

3 10YR4/2 灰責褐色 粕 土

4 10Y R2/3 黒褐色 Xll+曽 シルト

5 10YR3/3 暗褐色 ンル ト管粘 十

6 10Y R3/1 黒褐色 ンルト質粘土
10YR4/2灰貢褐色粕土を中間層に筋
状に少量含むぅ

7 10Y R2/1 黒色 泥炭質粘土
10Y R4/2灰責褐色粘上を筋状に少量
含む。

8 5YR2/1 黒褐色 粘土
2 5YR1 7/1黒色粘上をブロック状
に/1/N畳合イf^

9
5YR5/2 灰褐色
5YR2/1 黒褐色

細ψ

粘土
互層

第10図  SD5平 面・断面図

NO 写真図版 出土地点 層位 種  別 器 種 遺存度
法  量  と0

色   調 特 徴
底  径 器  高

1 37-1 SD5 下層 陶器 天 目茶碗 底部のみ
(和)黒色

r哭面 圧ヽ御 瀬戸、14世紀～

第11図  SD5出 土遺物



第 2節 Ⅲ層の遺構と遺物

SD3(第 12図 )

調査区西部、A・ B-2・ 3グ リットにかけて検出され、湾曲しながら北東から南西方向に伸びる。SD3と S
D4と重複関係にあり、それらに切られていることから本遺構はSD3、 SD4よ り古い。方向は大体、N-72
°―Eである。上端幅は15～ 50clll、 下端幅は 6～ 30clll、 深さ2～ 8 clll、 底面は(やや凹凸があるがほぼ平坦である。

断面形は、逆台形に近く、壁は底面との境が粥瞭で、そこから直線的に立ち上がる。堆積土は 2層からなり、いず

れも自然堆積層である。出土遺物はない。溝の性格は不明である。

♀                                      二m

ー

-

Ｂ・４十

ハ

、

ギ

粋∞m

SD7
層位 色 詞 性  質 備 考

1 7 5YR3/2 曇格角 ンル ト

10Y R3/2 黒褐色 粘 十留 シル ト

3
10Y R2/3 黒褐色
10Y R4/3 にがい黄褐色

土
砂
油
細

互層

第12図  SD7・ 8平面・断面図

SD8
層位 色 詞 性   質 偏 考

1 10YR3/4 陪褐角 砂質 シル ト

2 10Y R2/3 黒褐角

3.土坑

SKl(第 13図 )

調査区西部、AB-3グ リットにかけて検出された。SD5と SD7と 重複関係にあり、それらに切られている
ことから本遺構が古い。SD5と SD7に切られ、調査区北側に広がっていくため平面形は粥確ではないが、方向
はN-4° 一E、 短軸320clllの楕円形と推測され、深さ53ctllである。堆積土は 8層からなり、いずれも自然准積層
である。出土遺物は図示できるものはないが、ロクロ調整の土師器の甕が出土している。
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Ｂ・４十

0                     2■

A
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層 位 色 調 性  管 傭 考

l 10Y R2/3 黒褐色 /t■質シルト

2 10Y R3/4 暗褐色 シル ト賃 粘土 10Y R4/6褐色粘土をブロッケ状に合むハ
3 10YR1 7/1黒色 粘土

4 5YR2/2 粘土

5 7 5YR3/2 粘 土管 シル ト

6 7 5YR2/2 黒褐色 粘 土

7 7.5Y R2/3 極賭褐色 粘土

8 粘土

第13図  SKl平 面 。断面図



第 3節  Ⅳ層の遺構 と遺物

第 3節 Ⅳ層の遺構 と遺物

1.遺構の概要

IV層は調査区中央部 (B-5グ リット)よ り東側に分布している。Ⅳ層上面から溝跡 4条、井戸跡 2基、そして、
Ⅳ層上面～中から掘立柱建物跡13棟・柱列跡 6列を確認した。なお、ほとんどがⅣ層上面からの掘 り込みである。

遺構の時期は中世でも古いと考えられる。

2.溝跡

SD6A(第 15図 )

調査区中央部、A・ B-4・ 5グ リントにかけて検出された。 SD6Bと 重複関係にあり、 SD6Bを 切ってい

ることから本遺構は SD6Bよ り新 しい。方向は、N-1° ―Wである。上端幅は約 570clll、 下端幅は約 150clll、 深
さ約 120clll、 底面に長軸 125clll、 短軸■ 5clll、 深さ15clllの橋円形の窪みが確認された。断面形は逆台形を呈し、壁は

幅広い底面からゆるやかに立ち上がる。堆積土は12層からなり、いずれも自然堆積層である。断面図のAは、埋没

途中のくばみにたまった上 (黒褐色粘土質シル ト、にがい黄褐色シル トをブロック状に微量含む)である。 SD6
Bと 同遺構として調査したため出土遺物は混 じっているが、図示できたのが龍泉窯系の青磁の碗、 Pク ロ調整の土

師質土器、刀子、茶日である (第 16図 )。 他にもPク ロ調整の上師器の外や甕、在地や常滑の陶器が出土している。

本遺構はSD6Bを 掘 り直した溝と考えられ、中世の屋敷や城館を区画する溝と推定される。
SD6B(第 15図 )

調査区中央部、A・ B-4・ 5グ リットにかけて検出された。 SD6Aと 同遺構と考え調査したが、断面観察の

結果違 う遺構であることが判明し、 SD6Bと 名付けた。 SD6Aと 重複関係にあ り、切られていることから本遺
構が古い。方向はSD6Aと 同じN-1° ―Wである。上端幅は推定約400clll、 下端幅は約 130clll、 深さ約 140clll、

底面に東西方向に畝状の高まりがあ り、高さは西側が20

cIIl、 東側が27cIIlと 東に行くほど高 くなっている。断面形

ヤよ「 U」 字形を呈し、壁はゆるやかに立ち上が り、大き

く外傾 している。。堆積土は 9層からな り、いずれも自

然堆積層である。調査区が狭く、畝状の高まりが 1条 し

か確認できていないため明確ではないが、畝堀や堀障子

の可能性も考えられる。また、このような堀は中世の屋

敷や城館に多く認められることから、本遺構も屋敷や城

館を区画する溝と推定される。
SD6A・ 6B調査風景

）盟

封
中

粋

К

靴

聰灼路

０。
Ｓ

　

　

、〕

名

第14図  V層上面全体図
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〆

引 ―

A

―

ト

?       鶏
m

Ａ
引A

トー 420m

S D6A S D6B

-SD6A

SD6B

6A

層位 色 調 性   質 偏 考

1 10YR3/2 黒褐色 本炭粒を微量含む。

2 10YR4/3 にぶい責褐色 ラ/ル ト 10YR5/4にぶい責褐色 シル ト、 10Y R3/1黒 褐色 シル トを小ブロック状に微量含む。
3 10Y R5/4 にぶい責褐色 粘 土 10YR4/2灰責褐色粘土をブ ロック状に少量含む。
4 10Y R3/2 黒褐色 10YR4/3にぶい黄褐色細砂、10Y R3/1黒 褐色粘土を小ブロック状に微量含む。
5 10Y R3/1 黒tlB色 粘土質 ンル ト

6 10Y R3/1 黒褐色 粘土 焼土粒 木炭粒を少量含む。
7 10YR3/1 黒褐色 油土 10Y R4/2灰 責褐色シルトと部分的に互層となる。本炭粒を微量合t」

8 10YR3/2 黒烈 粘 十 10Y R4/3に ぶい責褐色細砂、 10Y R3/1黒 褐色 シル トを小 ブ ロック状に少量含む。

9 10YR4/1 褐灰 粘土

5Y3/1  黒褐色 粘土 25Y2/1黒 色粕土が薄い互層になっている。
25Y3/1  黒褐色 粘土 10Y4/1灰色細砂と部分的に互層となる。
10Y4/1  灰色 細 砂 25Y3/1黒 褐色粘土をブロ ック状に多量合む。

層 位 色 調 性   質
1 10Y R4/1 褐灰色 粘土質 シル ト 10Y R4/3に ぶい責褐色細砂をブロック状に微量含む。木炭粒を徴量含む。

2 25Y3/2  黒褐色 粘土 10Y R3/1黒 褐色粘土をブロック状に微量含む。

3 25Y3/2  黒整 粘土 25Y5/2暗 灰責色細砂をブロッケ状に少量合む。
4 10Y R3/2 黒 粘 土 25Y5/2暗 灰責色粘土をブロック状に微量含む

5
25Y3/1  黒褐色
25Y4/2  暗灰黄褐色

粘 土

絶土
互層

6 5Y4/1  灰色 粕 土

7
25Y4/1  灰色
25Y3/1  黒褐色

土

＋

粕

統
互層。部分的に25Y2/1黒 色粘上、75Y4/2灰 オリーブ細砂をブロック状に少量含む。

8
10Y4/1  灰色
25Y3/1  黒褐色

細 秒

粘土
互層

9 10Y R3/1 黒褐色 粘土質 シル ト

第15図  SD 6B平面・断面図



第 3節 Ⅳ層の遺構と遺物

ア

|

三
― |

(註 )

1.市内では今泉城跡 (渡部 11995)、 北目城跡 (金森 :1994)、

ノロ遺跡 (仙台市え編さん委員会 :1995)で確認されている。

No 写真図版 出土地点 層位 種  別 器 種 遺存度
i後  量  C0

色   調 特 徴
口 径 底  径 器  高

1 37-2 SD6   下層 磁器 (青磁 ) 碗 口縁小片 (釉)灰色 龍泉窯系、劃花文、 12世紀後半～

37-3 SD6    L層 十師管土器 魔部 4ヽ片 にぶ い藩 俸 (内  外 )ロ クロ調整、底部回転糸切

与具 図放 種      別 遺仔度 長さ Cml 中呂  Cml

'早

さ Cml 菌置  債 特 徴

37-4 SD6   下層 鉄製品、刀子 小 切 (45) 13 03 5

SD6   下層 石製品、茶田 1//7 得   ? 下 臼

第16図  SD6A・ 6B出土遺物

SD9(第 17図 )

調査区中央部、A・ B-5グ リットにかけて検出された。方向は、N-7° ―Wである。上端幅は約 125cm、 下

端幅は20～40伽、深さ約40clll前後、底面はやや凹凸があるが比較的平坦である。断面形は、「 U」 字形を呈し、壁

は底面からゆるやかに立ち上がる。堆積土は単層である。出土遺物はない。一部の掘立柱建物跡と同方向にあり、

区画のための溝と推定される。

S D10(第 19図 )

調査区東部、B-8グ リットにかけて検出された。方向は、N-76° ―Wである。 SE2と重複関係にあ り、 S

E2に切られていることから本遺構が古い。上端幅は約35～ 45clll、 下端幅は25～ 35伽、深さは約30clll前後である。

堆積土は 2層からなり、 1層は7.5YR3/2黒褐色ンル ト、 2層は7.5Y R2/2黒褐色粘土質シル トで7.5Y R4/3にぶ

い赤褐色粘土質シル トをブロック状に少量合み、いずれも自然堆積層である。出土遺物は図示できるものはないが、

ロクロ調整の土師器の不や赤焼土器が出土している。 SE2と試掘 トレンチの影響で確認した長さが短いため、明

確ではないが土坑の可能性も考えられる。

S Dll(第 17図 )

調査区中央部、A・ B-6グ リットにかけて検出された。方向は、N-2° ―Wである。上端幅は約20～ 50clll、

下端幅は 7～ 30伽、深さ約23clll前後、底面は、やや凹凸があるが平坦である。堆積土は基本層Ⅳ層が堆積している。

出土遺物はない。 SD9同様に一部の掘立柱建物跡と同方向にあり、区画のための溝と推定される。

3.井戸跡

SEl(第 19図 )

調査区東部、B-7グ リットにかけて検出された。 S B13-P98と 重複関係にあり、切っていることからS B13

より本遺構が新しい。南部で調査区外に出るため全体の形は確認できないが直径約180cmの ほば円形で、深さは184

cmである。断面形は、上半部は外に向かって大きく開き、下半部で崩落のためか外側に大きく巌歩くらんでいる。堆



第 2章 検出された遺構と遺物

第17図  SD9。 11平面・断面図

ー

積土は 5層からなり、第 2層が人為堆積層で、その他の層は自然堆積層と考えられる。出土遺物は、図示できたの

が刀子である (第 18図 1)。 他にロクロ調整の上師器の甕が出土している。

SE2

調査区東部、B-8グ リットにかけて検出された。 S D10と 重複関係にあ り、切っていることから本遺構が新し
い。平面形は精円形であ り、直径 165clll前後である。断面形は「 U」 字形を呈し、壁は底面から上部にかけて徐々

A
卜_380n  

盛土

Ａ
引

に広がっている。堆積土は 5層からなり、 3～

5層は自然堆積層、 1・ 2層は人為堆積層と考  ]=
えられる。出土遺物は、図示できたのが中国産

染付の皿、断面七角形の棒状の木製品 (用途不

明)である (第 18図 2・ 3)。 他に Pク ロ調整の

上師器の外や甕、常滑産の陶器が出上 している。  ヒ________二 甲

鵜
淀=引  =巧

シル ト質粘土 10YR5/4にがヽ

No 写真図版 出土地点 遺構 種    別 遺存度 長さ tml 幅  Cml

'早

さ etll 重量  lg) 特 徴

1 38-2 B-7 SEl 鉄製品、刀子 両端欠損 (119) 14～ 18 両 関

No 写真図版 出土地点 遺構 種  別 器 種 遺存度
法  量  ω

色   調 特 徴
口  径 底  径 器  高

2 38-1 B-8  SE2 磁器 (染付 ) 皿 底部小片 中国、 16世紀後半

No 写 真 図版 種   別 遺存度 長 さ ω 径 ω ,阜さ 働 菖 畳  債) 徴特

3 38-3 B-8 SE2 末製 品 、 用余不 IHR 一部 賃椙 2～ 13 く揮状 )断面七角形

第18図  SEl・ 2出土遺物
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○

A
卜_300m

ーー

10Y R3/1黒 褐色わら灰 ?、 10Y R4/2灰黄 シルト、25Y5/2暗灰責
10YR3/2  黒褐色 10Y R4/2灰 黄褐色砂質ンルト、25Y5/2暗灰責色 ロック状に多量に合む

25Y3/1  黒褐色 10Y R3/1 わら灰 ?、 75YR褐 色焼上が部分的に互層とブロックで混入。
25Y3/1

SE2
層 包 色 調 性   質 備 考

1 25Y3/1  黒褐色 ラ/ル ト 10Y R4/2灰 賣褐色粘上、10Y R5/4にぶい責褐色砂質ンルト、10Y R3/1黒褐色粘上をブロック状に多量含む。
2 10Y R4 褐灰色 粘 土 10Y R2/2黒 掲色粕土が層状 ブロック状に混入。
3 10Y R3/ 黒褐 色 粘土 10Y R4/3に ぶい貢褐色砂負 シル ト、 10Y R4/1褐灰色粕上をブ ロック状に少 壁含む。
4 10Y R2/ 黒色 粘土 10Y R3/1黒 褐色粘土をブロック状に少量含む

^

5 10Y R3/ 黒褐色 シル ト質粘土 10Y R2/1黒 色粘上、10Y4/1灰色細砂をブロック状に少量含む。

第19図  S D10。 SEl・ 2平面・断面図
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4.掘立柱建物跡、柱列跡、ビッ ト

調査区東半部において約190個のピットを確認した。 ピットは S

D6東側から調査区東端にまで及んでいるが、特にA・ B-7グ リ

ッド付近に集中している。確認面はⅣ層上面～Ⅳ層中である。調査

区の壁面の観察によると、僅かにⅢ層上面から掘 り込まれたものも

あるが、大部分はⅣ層上面から掘 り込まれたものと推定される。

これらの各 ピットは、調査中はそれぞれの関係が不明であったが、

調査後に切 り合い関係や間隔などを考慮して検討した結果、掘立柱

建物跡13棟 (SBl～ 13)、 塀跡あるいは柵跡と考えられる一本柱

列跡 6列 (SAl～ 6)が復元できた。なお、掘立柱建物跡と一本

柱列については、組合 うと推定されるものを便宜上一緒に記述する

こととする。

(1)SBl・ SAl(第 21・ 22図、表 2・ 3)

SBl 東西 3間、南北 1間以上の西廂付の建物で、南北棟と推定

される。内部には間仕切 りが認められる。 SB4、 SB9、 S B10

に切られている他、 P192と重複している。方向は身舎の西側柱列

でみるとN-7° 一Eである。規模は桁行総長が2.20m以 上、梁行

総長は6.13mである。柱穴は表 3に示した通 りで、確認できた柱痕

跡は 4箇所、径は17～ 18clllで ある。柱間は身舎の東西が約 8尺、南

耳ヒが 7～ 8尺、廂の出は 4尺である。遺物は土師器片が少量出上 し

たのみで、時期が限定できるものはない。

SAl SBlの 南側から西側にかけてほぼ直角に屈曲する一本柱

列で、東西 2間以上、南北 1間以上の規模を持つ。 SBlと は柱筋
は通らないが、 SBlを 囲むように配置され、なおかつ南北方向の

柱列の方位は SBlと 同じくN-7° 一Eであるので SBlと ほぼ

同時期のものと推定される。柱穴は表 2に示 した通 りで、柱痕跡は

確認できなかった。柱間は東西が10～ H尺、南北は13.5尺である。

SBlと の距離は東西が 5尺、南北が約 7尺である。遺物は土師器

片が数点と砥石が 1

点 (第49図 4)出土

したのみで、時期が

限定できるものはな

い。
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第22図  SBl・ SAl平 面・断面図

B
引

ツ ト

NO

堀   ワ  カ  制
上端径 1下端径 1深 さ 1      土           暫

柱  痕  跡 備 考

10Y R3/Z黒碕色粕土賃 シル ト
にどい責褐色粘土微量、木炭粒少量

土師器片 2点

10YR3/1黒 褐色 シル ト、木炭粒少量
10Y R3/1黒褐色シルト
灰責褐色砂質シルト少畳、焼上粒 木炭粒微量 砥石 1点

10Y R3/1黒褐色シルト、末炭粒微畳

表 2 SAl柱 穴一覧表
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ツ
雌

り 柱 戻 跡 ω
備 考

上端径 下端径 深 さ 十

34-58 20-46
OY R3/2黒 褐色シルト
にがい責褐色秒質シルト少量、木炭粒徴量

土師器片 2点

48-58 38-46
10Y R3/2黒褐色粘土質シルト
にぶい黄褐色シル ト多量、にぶい黄褐色粘土多量
大 膨対 努 暑

17

10Y R3/1黒褐色粘土質シルト
灰責褐色シル ト少量

木灰粒微量
上 17 [ 十 師 3点

60-80 46-66 10Y R3/1黒褐色シルト、焼上粒 木灰粒微量 10Y R3/1黒褐色シルト
焼土多量、木炭粒微畳

土師器片 5点

211-26
10Y R3/1黒褐色ンルト買粕土
にぶい責褐色秒管シルト少畳、太炭粒少畳

SB4-P56、 SB9-P61に
れる 床束柱

10Y R3/1黒褐色シル ト
にぶい責褐色砂質シル ト微量、木炭粒微量

S B10-P72に 切 られ る
十師器片 1点

10Y R3/1黒褐色シルト
灰責褐色砂質シル ト少量、木炭粒 焼土粒徴量

10YR3/1黒褐色シルト
焼土粒 木炭粒多量 深さは試掘 トレンチ底面からの数値

38-48 23-32
10Y R3/1黒褐色シルト
にぶい責褐色砂質シルト微量、木炭粒微量

P-192と 重複、新旧関係不明
深さは試掘 トレンチ底面からの

表3 SBl柱穴一覧表

(2)SB2(第 23・ 24図、表 4)

東西 2間、南】ヒ1間以上の西廂付の

建物で、南北棟と推定される。 SB8

に切られている他、 SBHと も重複し

ている。方向は身舎の東側柱列でみる

とN-15° 一Eである。規模は桁行総

長が2.37m以上、梁行総長は3.80mで

ある。柱穴は表 4に示した通 りで、柱

痕跡は確認できなかった。柱間は身舎

の東西が約8.5尺、南北が約 8尺、廂

の出は 4尺である。遺物は土師器片が

少量出土したのみで、時期が限定でき

るものはない。

第24図 SB2模 式図
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第23図
SB2平面・断面図

A
引

ツ
配

り  万   働
柱  痕  跡 備 考

上端径 下端径 深 さ 土

16-20 10Y R3/1黒褐色シル ト質粘上、にぶい責褐色粘土
同 上

1 1 10Y R3/1黒褐色 シル ト負粕土
13-20 10Y R3/1黒褐色シル ト、木炭粒/j/ S Bll― P12と 重複、新旧不甥

10Y R2/2黒褐色シル ト

10Y R3/1黒褐色粘土質シルト、木炭粒微量
SB8-P31に 切 られ る
土師器片 4点

表 4 SB2柱 穴一覧表
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(3)SB3(第 25。 26図、表 5)

東西 3間、南北 3間以上の南北棟である。検出できなかった柱穴が多いが西

廂付の建物と推定した。 SD9に切られている。方向は身舎の東側柱列でみる
とN-19° 一Eである。規模は桁行総長6.02m以上、梁行総長が3.95mであると

柱穴は表 5の通 りで柱痕跡は確認できなかった。柱間は身舎の東西が約 5尺、

南北が6.5～ 7尺、廂の出は約2.5尺である。出土遺物は無い。

第25図
SB3模式図

＞一Ｔ
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，
ω
、
ｏ
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第26図  SB3平 面・断面図

ツ ト 蒻苫  リ  ワ▼  tml
柱  痕  跡 備 考

上端径 下端径 深 さ 土 質

8 13
10Y R3/1黒褐色粘土
にぶい黄褐色細砂少量、木炭粒微量

深さは試掘 トレンチ底面からの数値

6 6
10YR3/2黒褐色粕土
にぶい責褐色細砂微畳、大炭粒微量 深さは試掘 トレンチ底面からの数値

8
10Y R3/1黒褐色粘土
にぶい責褐色細砂少量、木炭粒微量

6 10Y R3/1黒褐色粘上、、にどい責褐色細秒少量

7 17
10Y R3/1黒褐色相土
にがい責褐色細砂少量、太炭粒微暑 深さは試掘 トレンチ底面からの数値

1 15～ 18 10Y R3/1黒褐色シルト管粘土 D9に 切 られ る

表 5 SB3柱 穴一覧表



(4)SB4(第 27・ 28図、表 6)

東西 2間、南】ヒ4間以上の北廂付の南北棟と推定される。内部に間仕切 りがある東西

1間の建物の可能性もあるが、東西の柱間隔を考慮 して東西 2間 と推定した。 SBl―
P161を切 り、 SB8に 切られている他、 P68・ 70・ 82と も重複している。方向は西側

柱列でみるとN-21° ―Eである。規模は桁行総長5.72m以上、梁行総長は3.60mであ

る。柱穴は表 6の通 りで柱痕跡は確認できなかった。柱間は東西が約 6尺、南北が4.5

～ 5尺である。遺物は土師器片が数点出上したのみで、時期が限定できるものはない。

第27図
SB4模式図

上彙

第28図  SB4平 面・断面図
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第 2章 検出された遺構と遺物

ピッ ト 堀    り    方   働
住  痕  跡 備 考上端径 下端径 深 さ 土

10Y R3/2黒褐色シル ト、木炭粒

11
10Y R3/2黒褐色シルト
にぶい責褐色砂質シルト少量、木炭粒微量

10-16 10Y R2/2黒褐色シルト SB8-P37に 切
'

る

10Y R3/1黒褐色ンルト質粘土
14 30-38 10Y R3/1黒褐色シル ト、木炭粒サ

30-86 10YR3/2黒 褐色シル ト、木炭粒微量
10 10YR3/1黒 褐色粕土質 シル ト、木炭粒微量 1-P161

30-‐ 40 10-22 同 上

不
20-‐ 25 11

10Y R3/1黒褐色シルト
灰責褐色砂賃シルト少量、木炭粒 焼土粒微量

P68 70と重複、
土師器片 2点

18 OYR3/2黒褐色シル ト、灰責褐色砂質シル ト少畳 P82と 重複、新旧関係不明

表 6 SB4柱 穴一覧表
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(5)SB5・ 6、 SA2(第 29～32図、表 7～ 9)

SB5 東西 3間以上、南北 1間の東西棟である。 SB9を 切っている。方向は南側柱列でみるとN-87° ―Wで

ある。規模は桁行総長6.54m以上、梁行総長は2.71mである。柱穴は表 7の通 りで柱痕跡は確認できなかった。柱

間は南北は約 9尺であるが、東西が西から順に5.5尺、10尺、 6尺 とばらつきがある。遺物は土師器片が 1点出土

したのみで、時期が限定できるものはない。

A
卜
360m

第29図  SB5平 面・断面図

本
引

ぢ
Ｔ
。

ツ
配

堀   り  方  ω
柱  痕  跡 備 考

上端径 下
'

深 さ 土

22^ン 30 12-18 10Y R3/1黒褐色 シル ト、焼土粒  木炭粒徴量
8 10Y R3/2黒褐色シルト、灰貢褐色砂管シルト少

1 18-24 12ヽヤ16 10Y R3/1黒褐色粘土賓シルト
17 10Y R3/1黒褐色粘上質シルト、木炭粒微量

10Y R3/1黒褐色シルト、木炭粒微量
3B9-P165を 切る
土師器片 1点

9 10Y R3/2黒褐色シル ト、灰賓褐色砂管シルト少

表 7 SB5柱 穴一覧表
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1払時:風
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第30図  SB5。 6、 SA2平面 。断面図

SA2模式図

ツ
血

り  方  ω
柱  痕  跡 備 考

端径 深 さ 十

24-28
10Y R3/1黒褐色相土、にがい貢褐色lXB砂少量
木炭粒微畳

深さは試掘 トレンチ底面からの数値

22-28
10Y R3/2黒褐色粘土、にぶい責褐色細砂微量
末炭粒微畳

14-25 5-8 10Y R3/1 !粘土、にがい責褐色細砂少量 深 さは試掘 トレンチ底面か らの数

8 10Y R3/2ど 臼シル ト

10Y R3/1写 1シル ト管粘土 、にがヽ

9
10Y R3/2黒褐色シルト、にがい責褐色砂質シルト少量
木炭粒微量

土師器片 1点

17-20 12-14 8 10Y R3/2 &シルト
] 10Y R3/1黒褐色粕土質 シル ト、本灰粒徴量

30^ヤ 34 211-27 上

10Y R3/2黒褐色シルト、暗褐色砂質シルト
24-28 10Y R3/2黒褐色シルト、灰黄褐色砂質シルト る

22-26 11～ 16 10Y R3/1黒褐角粘+督シルト、太溌対紙暑

表8 SA2柱 穴一覧表

27・ 28
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SB6 東西 1間、南北 1間の建物で、後述するSA2と接続することから門跡の可能性がある。方向は北側柱列

でみるとSB5と 同じくN-87° 一Wである。柱穴は表 9に示 した通 りで、確認できた柱痕跡は 2箇所で径は10～

15clllで ある。柱間は東西・南北共に4.5～5.5尺の正方形である。遺物は龍泉窯系の青磁碗が 1点出上している。(第

49図 1)

SA2 屈曲しながら東西に長 く延びる一本柱列である。 SB6の 西側柱列に接続しながらSB5の 周囲を囲み、

SB5の 西側ではその】ヒ側の空間を「 コ」字状に囲むようにしてさらに北へ延びている。 P188を切っている。方

向は SB5の 北側付近ではEWである。規模は東西が27.64m、 南北が5.33m以上である。柱穴は表 8の通 りで、

柱痕跡は確認できなかった。柱間は一部で検出できなかった柱穴もあるが、東西13尺、南北はSB5よ りも西側の

部分では約9.5尺である。遺物は土師器片が 1点出土したのみで、時期が限定できるものはない。

第32図  SB6平 面 。断面図

表9 SB6柱穴一覧表

(6)SB7(第 33・ 34図、表10)

東西 4間、南北 3間の東西棟である。 SB8・ 10、 P73に切られている他、 P76と 重複 している。方向は北側柱

列でみるとN-85° ―Eである。規模は桁行総長5.85～ 6.00m、 梁行総長は2.92m～3.12mである。柱穴は表10の

通 りで、柱痕跡は確認できなかった。柱間は東西が約 5尺、南】ヒが約3.5尺である。遺物は土師器片が数点出土し

たのみで、時期が限定できるものはない。

＞Ｔ
Ｉ
Ｉ

ω
あ
ｏ
ヨ

上ト

ツ
配

り ω ω
備 考

土 径 土

10YR3/1黒褐色シルト
にぶい責褐色砂質シルト 木灰粒微量

10YR3/2黒 褐色粕土質シルト

l 34-47 16^フ 20 10Y R3/1黒褐色シルト、木炭粒徴量 青磁碗 1点

28^マ 34 1 10Y R3/2黒褐色 シル ト、灰黄褐色砂賃 シル ト少
10Y R3/1黒褐色シルト
にがい責褐色砂質シルト 木炭粒微量

10Y R3/2黒褐色粘土質シルト
太 炭約 妙畳
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第33図  SB7平 面・断面図

Ａ
引

第34囲
SB7模式図

土師器片 1点

○

10YR3/1黒 褐色シルト質粘土、にどい
10YR3/2黒 褐色シルト、にぶい責褐色砂質シルト

シル ト、木炭粒微量

10YR3/1 土師器片 1

SB8-P62vこ

10YR3/2黒 褐色ンルト シル ト少畳

10Y R3/1黒褐色粘土質シルト

表10 SB7柱 穴一覧表

土師器片 2点

P73に切られる



(7)SB8(第 35'36図、表 11)

東西 3間以上、南北 2間の東西棟で、南に廂が付 く可能性がある。

SB2・ 4・ 7、 P82・ 162・ 192を切 り、 SB9に 切られている。

方向は北側柱列でみるとN-84° 一Eである。規模は桁行総長4.57

m以上、梁行総長は2.84mである。柱穴は表Hに示した通 りで、確

認できた柱痕跡は 3箇所、

径は13～ 16clllである。柱間

は東西が約4.5～5.5尺、南

北は北から約5.5尺 と3.5尺

である。遺物は土師器片少

量と刀子が 1点出土したの

みで (第 49図 2)、 時期が

限定できるものはない。

(3)SB9

(第37・ 38図、表 12)

東西 4間以上、南北 3間

の東西棟で、北・西 。南に

廂が付 く可能性がある。 S

Bl・ 8、 P73・ 162を 切

り、 SB5。 Hに切られて

いる他、 S B12と 重複関係

にある。方向は北側柱列で

み るとN-83° 一 Eで あ

る。規模は桁行総長4.75m

以上、梁行総長は4.28mで

ある。柱穴は表12に示 した

が、確認できた柱痕跡は 1

第36図
SB8平 面・断面図

ハ
イ
馬
娼
ｑ

）

ス
≦
ノ

ｏ

Ａ
。
σ

第 2章 検出された遺構と遺物

①

夕 °O

⊃

A
トー 3.60m

Ａ
引

Oふ°
~

O⌒

ツ
血

堀   り  方  ω 佳 痕 跡 ω
備 考

上端径 下端径 深 さ 土 質 径 土 質

56´
マヽ58 44^フ 53 10Y R3/1黒褐色粘土質シル ト、本炭粒微量

SB4-P154
土師器片 3点、％印

40-‐ 70 30^ヤ 48
10Y R3/1黒褐色シル ト
灰責褐色砂質シルト少量、焼土粒 木炭粒微量

10Y R3/2黒褐色シルト
燒土粒 木炭粒少量

SB9-P61に切られる、P192を
切る 土師器片 1点

10Y R3/1黒褐色シル ト
にぶい責褐色砂質シル ト少量、木炭粒微量

SB7-P180、  P162を切 る
十師器片 6点

26-30 10Y R3/1黒褐色シル ト質粘土
10Y R3/1黒褐色シルト
にぶい責褐色砂質シルト‐木炭粒微量

14 10Y R3/2黒褐色粘土質シルト SB2-P80、 P82を切 る

38-43 26^ヤ 29 10Y R3/2黒褐色シルト、灰責褐色砂質シルト少量 13
10Y R3/2黒褐色粕土質シルト
焼土粒少量、木灰粒多量

表1l SB8柱 穴一覧表



第 3節 Ⅳ層の遺構と遺物

箇所のみで、径は13clllである。柱間は東西が約 3～ 5尺、南北は2.

5～ 7.5尺 とばらつきがある。遺物は土師器片が数点出上したのみで、

時期が限定できるものはない。

トー 360n

第38図  SB9平 面・断面図

第37図
SB9模 式図 山

　
Ｎ
舅

上師器片 5′や
S B12-P103と 重複、新 旧関係不

SBI― P161、 SB8-P60、 P
-162 片 1点

SBH― P88、
″じる

O①

10Y R3/2黒褐色 シル ト、暗 10Y R3/2

にぶい責褐色砂質 シル ト

10YR3/2黒 褐色シル ト、暗
10Y R4/2灰

10Y R3/1黒褐色シルト
にぶい黄褐色砂質 シル トィ

10YR3/2黒 褐色シル ト、

10Y R3/1黒褐色シルト質粘土

表12 SB9柱 穴一覧表

SB5-P89に 切 ら



第 2章 検出された遺構と遺物

(9)S B10、 SA3。 4(第 39～ 41図、表 13・ 14)

S B10 東西 2間、南北 4間以上の西廂付の南北棟である。 SBl、 SB7、 P73を切っている。方向は西側柱列

でみるとN-26°一Eである。規模は桁行総長が5.10m以上、梁行総長は4.94mである。柱穴は表13に示した通 り

で、柱痕跡は確認できなかった。柱間は身舎の東西が10.5尺、南北が 4～ 5尺、廂の出は約 6尺である。遺物は上

師器片が数点出土したのみで、時期が限定できるものはない。

T>

QD °9/

′
ふ

評 噂

第39図  S B10平面 。断面図

ツ
配

堀   り  方  10
柱  痕  跡 備 考

上端径 下端径 深 A 質

ll 34-‐ 38 22ヽフ31 11
10YR3/2黒 褐色ツルト
にぶい責褐色砂質シルト少量、木炭粒微量

25-28 13ヽシ16 10Y R3/1黒褐色粘土質シルト、木灰粒微量

20- 26 8- 12
10Y R3/2黒褐色粘土質シルト
にぶい責褐色粘土微量、木炭粒少量

13^ヤ 22 8-12 上

12 上 土師器片 1

1 18-‐ 20 12 10YR3/1黒 褐色シルト質粘土
12-‐ 16 11 10Y R3/1黒褐色粘土質ンルト、木炭粒微量

l 10Y R2/2黒褐色シルト
22-‐ 26 16-19 10Y R3/2黒褐色ンルト、灰賣褐色砂質シルト

12ヽフ24 10Y R3/2黒褐色シルト、暗褐色砂質シルト少量
SBl― P71、 SB7-P181、 P
73を切る

13～ 16 10Y R3/2黒褐色シルト、灰黄褐色砂質シルト少量 十師器片 2ぞ

30-‐ 36 23-28 11 10Y R3/1黒褐色粕土質シルト、木灰粒微量

表13 S B40柱穴一覧表



第 3節 Ⅳ層の遺構と遺物

第40図  S B10、 SA3・ 4平面図

SA3 S B10の西側に位置する一本柱列である。柱穴を

2個しか検出していないが、この柱穴を結ぶ方位はN-27
°一Eで、 S B10と はぼ同じである。柱穴は表14の通 りで

柱痕跡は確認できなかった。柱間は約12尺、 S B10と の距

離は3.90m(約 13尺)である。出土遺物はない。

SA4 S B10の東側に位置する一本柱列である。柱穴を

2個 しか検出していないが、南側のP136は S B10の北側

妻の柱筋の延長線上にある。方位はN-25° 一Eで、 SB

10と ほぼ同じである。柱穴は表14の通 りで、柱痕跡は確認

できなかった。柱間は約13尺である。 S B10と の距離は7.

92m(約 26尺)で、 S B10と SA3と の距離の 2倍に相当

する。出土遺物はない。
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第41図  S B10、 SA3・ 4模式図
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SA3

ツ
配

堀   り  万  側
柱  痕  跡 備 考

上端径 下端径 深 さ 土 質

34ヽラ86 16-23 10Y R3/1黒褐色 シル ト、本戌粒徴量

6 14
10Y R3/2黒褐色シルト
にぶい責褐色砂質シルト少量、木炭粒微量

第 2章 検出された遺構と遺物

SA4

ツ
配

堀   り  万  倒
柱  痕  跡 備 考

上端径 下端径 深 さ 埋 土

24-/26 18-20 7 5YR3/2黒 褐色シルト

10-15 14
10Y R3/1黒褐色シルト
にぶい責褐色砂管シル ト後畳、未炭粒微量

表14 SA3・ 4柱穴一覧表

(10)S Bll・ SA5(第 42・ 43図、表15)

S Bll 東西 4間、南】ヒ2間以上の南北棟と推定され、東側と西側に廂が付く。 SB9を切 り、 S B13、 P76に切

られる他、 P13と も重複関係にある。方向は西側柱列でみるとN-25°一Eである。規模は桁行総長3.18m以上、

梁行総長は6.83mである。柱穴は表15の通 りで、柱痕跡は確認できなかった。柱間は身舎の東西が約6.5尺、南北

が 5～ 5.5尺、廂の出は西側が4.5尺、東側が約 5尺である。遺物は土師器片が数点と砥石が 1点出上したのみで (第

49図 5)、 時期が限定できるものはない。

SA5 SBHの 西側に位置する一本柱列である。柱穴を 2個 しか検出していないが、】ヒ側のP7は S Bllの 北側

妻の柱筋の延長線上にある。方位はN-26°一Eで、 SBHと ほぼ同じである。柱穴は表15の通 りで柱痕跡は確認
できなかった。柱間は約13尺、 S Bllと の距離は2.70m(約 9尺)である。出土遺物はない。

B ll、 SA5模式図
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１

１

　

紳

S Bll

S B13-P75

10Y R3/2黒褐色シルト
にぶい黄褐色砂質シルト少量、

10Y R3/1黒褐色ンルト、木炭粒微量

1黒褐色 シル ト
10Y R3/2黒褐色シルト

10Y R3/1

SA5

ツ
配

堀  り  方  ω
柱  痕  跡 備 考

1梁 さ 土

4 18-28 10Y R3/1黒褐色シルト管粘土、木

7 27-32 13^彰 17
10Y R3/2 黒褐色シルト
にぶい黄褐色砂質シルト少量、木炭粒微量

表15 S Bll、 SA5柱穴一覧表
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第43図  S B41、 SA5平面 。断面図



第 2章 検出された遺構と遺物

(11)S B12・ SA6・ P25(第 44～46図、表16)

S B12 東西 1間、南北 1間以上の南北棟と推定される。ただし、建物の西に位置するP25が南側妻の柱筋の延長

線上にあるので、このP25も 建物に含まれると仮定すれば、東西 2間で東廂の付 く建物になる。 S B13、 P192に

切られる他、 SB9と も重複関係にある。方向は西側柱列でみるとN-23°―Eである。規模は桁行総長2.48m以

上、梁行総長は2.52mである。柱穴は表 16の通 りで、柱痕跡は確認できなかった。柱間は南】ヒが約 8尺、東西が約8.

5尺、 P25と の間隔は約12.5尺である。遺物は土師器片が数点出土したのみで、時期が限定できるものはない。

SA6 S B12の 東側に位置する一本柱列である。柱穴を 2個 しか検出していないが、南側のP131は S B12の 南

側妻の柱筋の延長線上にある。柱列の方位はN-23°一Eで、 S B12と 同じである。柱穴は表 16の通 りで、柱痕跡

は確認できなかった。柱間は約13尺、 S B12と の距離は7.87m(26尺 )である。出土遺物はない。
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第44図  S B12平面・断面図
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第45図  S B12、 SA6模式図
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第46図  S B12、 SA6平 面図

S B12

S B13-P160と 重複、新

9-P102と 重複、

にぶい責褐色砂質 シル ト

10YR3/1黒褐色シルト

OY R3/2黒 褐色シルト、灰

にぶい責褐色砂質シルト微量、木炭粒徴量

10Y R3/1黒褐色シルト

Y R3/2黒褐色シルト

表16 S B12、 SA6柱穴一覧表



第 2章 検出された遺構と遺物

(12)S B13(第 47・ 48図、表17)

東西 2間、南北 3間以上の南北棟で、北側に廂が付く。 S Bll・ 12、 P162

・186を切っている。方向は西側柱列でみるとN-20° 一Wである。規模は桁

行総長6.40m以上、梁行総長は3.97mである。柱穴は表17に示したが、確認で

きた柱痕跡は 2箇所、径は12～ 15clllで ある。柱間は、身舎の東西が約 6～ 7.5

尺、南北が約7.5～ 8尺、廂の出は5.5尺である。遺物は土師器片が少量出土し

たのみで、時期が限定できるものはない。

曳

一

○

ぞ
じ

Ｏ

脚

鳴δ
Oο

O 7ゝ.

/  ＼

①
＼

第47図  S B13模式図
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第48図  S B13平面・断面図



ツ
血

堀   り  方  0 柱
備 考

上端径 下端径 深 さ 十 土

32-36 24-26 10YR3/2黒 褐色シルト

27ヽラ35
10YR3/1黒 褐色シルト質相土
にがい責褐色砂賓シルト 木炭粒少量

31
10YR3/1黒 褐色シルト
灰責褐色砂質シルト少量、焼土粒 木炭粒微量

S B12-P184、 P186を
+師器片12点

57 32^ン 34 20^V26
10YR3/1黒 褐色シルト
にぶい吉褐角秒百シルト 末炭粒微量 12 10YR3/2黒 褐色粘土質シルト P162を 切 る

54´ヤ70 40-59
10Y R3/1黒褐色シルト
灰責褐色砂質シルト少量、焼土粒 木炭粒微量

15
10YR3/2黒 褐色シルト
焼土粒 木炭粒少量 S Bll― P183を 切 る

一解 同 上

表17 S B13柱 穴一覧表

第 4節 Va層の遺構と遺物

2d ⊂詞 E14

|        ] ((i::::::::1 5

生ヒ髄

No 写真図版 出土地点 遺構 種  別 器  種 遺存度
法  畳 0

色   調 特 徴
口  径 一局

SB6   P 122 師 卜全卜1/ (釉)オ リーブ灰 起泉窯系、 14世紀

No 種   別 遺存度 長 さ eml 幅  ω 厚 さ eml 重量 (g) 特 徴

2 39-2 SB8    P 37 鉄製品、刀子 ほぼ完形 0 3⌒ヤ1 3

3 39-3 SA6   P 127 鉄製品、刀子 両端欠損 11-28
4 39-4 SAl P79 石 6 1 17

Bl ( 50 3 5-‐ 4 1

第49図 掘立柱建物跡 。一本柱列跡出土遺物

第 4節 Va層 の遺構と遺物

1.遺構の概要

Va層は調査区B-6グ リットより東側に分布している。Wa層上面から溝跡を 2条確認した。なお、調査区西

部に位置するSD2は Va層ではなくⅥ層上面で確認した溝跡であるが、遺構の切 り合いと堆積上の状況からVa

層に関わる遺構と推測される。遺構の時期は古代と考えられる。

2.溝跡

SD2(第 50図 )

調査区西端部、A・ B-1・ 2グ リットにかけて検出された。 SDlAと 同遺構と考え調査したが、断面観察の

結果違 う遺構であることが判明した。 SDlAと 重複関係にあり、切られていることから本遺構が古い。方向は、

N-28°一Wである。上端幅は約200cm以上、下端幅は30～ 50clll、 深さ80～120側、底面は、やや凹凸があるが比較

的平坦である。東壁部に底面から 7 clllの ところに最大幅約80clllの平坦部が検出された。断面形は、 SDlに切られ

ているが、逆台形である。堆積土は 8層からなり、 3層下部に灰白色火山灰のブロックを多量含んでいる。いずれ

も自然堆積層である。底面のレベルは調査区内ではほとんど高低差はないが、下層は細砂と粘土の互層になってい

ることから水路の可能性が高く、周辺の地形から考えて北西から南東へ流れていたと推測される。



第 2章 検出された遺構と遺物

ー

第50図 SD2平面 。断面図

S D12(第 51図 )

調査区中央部、A・ B-6グ リットにかけて検出された。方向は、N-14° ―Wである。上端幅は50clll前後、下

端幅は20cIIl前後、深さ約 36clll、 底面は、やや凹凸があるが平坦である。断面形は「 V」 字を呈し、幅の狭い底面か

ら外方に開いている。堆積土は単層である。出土遺物はない。溝の性格は不明である。

S D13(第 51図 )

調査区中央部、B-6グ リットにかけて検出された。方向は、N-58° 一Wである。上端幅は約50cm前後、下端

幅は20～ 30clll、 深さ約 30clll、 底面は、やや凹凸があるが平坦である。堆積土は基本層Ⅳ層が堆積している。出土遺

物はない。溝の性格は不明である。
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第51図  S D12・ 13平面・断面図
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層位 色 調 性   質 偏 考

1 10Y R4/1 褐灰色 シル ト管 粘土

10YR3/1 黒褐色 粘土 酸化鉄を班紋状に少量含む。

10YR4/1 褐灰色 粘 土 酸化鉄を斑紋状に少量含む。下部に灰白色火山灰をブロック状に多量含む。10Y R3/1黒 褐色粘土をブロック状に徴量含む。

4 10Y R3/2 黒褐色 シル ト質粕土 酸化鉄を斑紋状に少量含む OY R4/2灰芸褐色砂負シルトをブロック状に少量含む

5 10Y R4/3 にがい責褐色 細 砂 酸化鉄を斑紋状に少量含む。 OY R4/1褐灰色相上をブロック状に微量含む。

6 10YR3/1 黒褐色 ンル ト管お 十 〔状に少量含む。

こ状に少量含む。

OY R4/1褐灰色油上をフロック状に少量含む。
7 10Y R4/1 褐灰色 粘 土 OY R5/2灰黄褐色砂質シルトをブロック状に少量含む。

8 5Y4/1  灰色 シル ト質細砂 酸化鉄を斑紋状に少量含む。 5Y3/1オ リーブ黒粘上をブロッタ状に多量含み、部分的に互層になっている

層 位 色 調 性  管 傭 考

1 10Y R3/1 黒褐色 ンル ト
10Y R4/3に ぶい責褐色砂質シル
トをブロック状に少量合む。
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第 5節 Vb層 の遺構 と遺物

1.遺構の概要

Va・ Vb層は調査区東半部に分布する黒褐色ンル トであるが、当初は両層を区分していなかったため、Va層

上面の精査のみを実施し、Vb層上面での精査は行わなかった。Va,Vb層 除去後、Ⅵ層上面の精査で方形周溝

墓のプランを確認 したが、調査区北壁の断面を観察した結果、この方形周溝墓は本来はVb層上面から掘 り込まれ

ていたことが判明したためV層を a・ bに細分している。

2.i号 方形周溝墓 (第52図 )

調査区東部、A・ B-6・ 7グ リッド付近で確認した。調査区が限られているため、方台部の南東コーナーおよ

び周溝の南辺と東辺の一部のみの部分的な調査に留まっている。このため平面形ははっきりしないが、全体の規模

は東西27m前後と推定される。

(1)方台部

全体形は不明であるが、東西は14m前後と推定される。盛土や施設などは検出できなかった。

(2)周溝

東辺は上端幅約6.5m、 下端幅約 5mであ

る。南辺は外側が調査区壁際のためにはっき

りしないが、西側の上端から一段低いテラス

状の部分が周溝内に弧状に張 り出している。

このため南辺は中央部が狭く、南東コーナー

と南西コーナーが突出するような形態となっ

ている。幅は中央の狭い部分で上端幅約3.5

m、 下端幅約15mである。底面はゆるやか

な起伏があ り、確認できた深さは東辺が約70

側、南辺が40～ 65clllであるが、本来の掘 り込

み面と考えられるVb層上面からは約75clll前

後である。堆積土は黒褐色系の粘土を主とし

てお り、緩やかな レンパ状の堆積をしている

ことから自然堆積層と考えられる。なお周溝

南辺が狭くなる部分の南側 (方形周溝墓の外

側)も約60clll程の深さで窪んでおり、別の遺

構の一部である可能性がある。

調査風景 (方台部、南から)

調査風景 (東から)
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A― A
層位 土 色 土  性 備 考

I 10YR4/2 灰貢褐色 粘 +管 シル ト
2 10Y R3/1 黒褐負 相土 10Y R4/3に ぶい貢褐色砂賃 ンル トを ブロック状に微量含む。
3 10YR4/2 灰責褐色 粘 土

4 10YR2/2 黒褐色 粘土 10Y R4/3に がい責褐色砂質シルトをブロック状に微量含む。
5 10YR3/1 黒褐色 粘土

6 10YR3/3 階褐色 粘 十 砂粒を少量含む。

A′ ―A″

情位 土 色 土   性 備 考

1 10YR3/2 黒褐色
10Y R2/2黒 褐色粘土質 シル トを ブロック状に少量含む。
木炭粒少畳含む ^

2 10YR3/2 黒褐色 ンル ト 招¥岳筋役憂彊畳通生
卜
)を
ブロック状に塘含む。

3 10YR3/1 黒褐色 粘土 10YR4/2灰黄褐色シルトをブロック状に徴量含む。
10YR5/3 にぶい貢褐色 粘土 10Y R4/1褐 灰色粘上を ブロック状に少量含む。

5 [OY R2/2 黒褐色 占土質 シル ト 砂粒少量含

6 10YR4/1 褐灰色 ξ―r 10Y R2/1黒 色粘上をブロック状に微量含む。
7 75Y3/1  オリーブ黒 10Y R4/1灰 色粗秒をブロック状に少量合む。

第52図  1号方形周溝墓平面 。断面図

43  44



第 2章 検出された遺構と遺物

(3)出土遺物

遺物は方形周溝墓の確認面～最上層にかけて、土師器 (主としてロクロ調整)・ 須恵器・赤焼土器・中世陶器等

の破片が約1500点、堆積上の下層を中心に非ロクロ調整の上師器片が約1300点出土した。

遺構に伴わない遺物

方形周溝墓の確認面～最上層にかけて出土した遺物は、前述したようにロクロ調整の土師器が主であり、方形周

溝墓の埋没過程の最終段階頃に付近から流入したと考えられる。これらのうち、図化できたのは土師器 7点 (第53

図、写真42)である。 1～ 3は ロクロ調整の不であるが、 1は底部が回転糸切り無調整で体部下端に手持ちヘラケ

ズリ調整が施されるもの、 3は底部が回転糸切 り無調整で他の部分にも特に調整が加えられないものである。 6は

広口の壷で、外面の体部上半から口縁部内面がヨコナデ、外面体部下半がヘラケバリ調整されている。 4は ロクロ

調整の甕、 5。 7は非ロクロ調整の甕で、 6は内外面共にハケロ、 7はヘラケパリ調整がなされている。

奉

No 写真図版
出土剋点

匿締
種 別 器種 遺存度

法 量 e0
墜 色    調 特 徴

口  径 瓜 径 器 言

1 42-1 方形周溝墓
確認面

土師器 不 1/2
外

内

にぶい黄橙色

黒色

(外)体部 Fク ロ調整、体部下端手持ヘラケズリ、底部回転

糸切 (内 )ヘ ラミガキ 黒色処理

42-3 万形 周溝墓
睦叡葡

土師器 不
体 封

'1/4 (162)
外

内

灰責褐色

黒色

く外)体部ロクロ調整

(内 )ヘ ラミガキ 黒色処理

3 42-2 方形周溝墓
確認雨

土師器 不 体部下半 64
外

内

にぶい橙色

黒色

(外)体部Fク ロ調整 底部回転糸切
(内 )ヘ ラミガキ 黒色処理

4 42-6 方形周溝墓
確認而

土師器 甕
上半部
1/6 (200)

にぶい黄橙色
(外 )ロ クロ調整

(内 )口 緻部 ロクロ調整、体部 ナデ

5 42-5 万
形周焉墓

確認面
土師器 甕

口寝鯖郵

2/5 (238)
く外)にぶい橙色

(内 )灰吉楊色
(外,ハ ケロ

(内 )日縁～体部上半 ハケロ、体部下半 ハケロ後ナデ

6 42-4 方
形周溝墓

確認面
土師器 一霊

体部上半
2/3

にぶい赤褐色
(外)体部上半～口縁ヨヨナデ 体部中位―手持ヘラケズリ
(内 )口 縁部ヨヨナデ、体部ナデ

7 42-7 方形 周澪曇
確課面

土師器 甕 体部下半 91 にぶい責橙色
(外)ヘ ラケズリ

(内 )ナ デ

第53図  1号方形周溝墓出土遺物 (1)



第 5節  Vb層 の遺構と遺物

遺構に伴う遺物

堆積上下層から出土した非ロクロ調整の土師器片の中には堆積土上層出土の破片と接合するものもあり、確実に

遺構に伴 う出土状況を示してはいない。ただし、これらはすべて古墳時代前期の上器の特徴を示してお り、確認面

および最上層から出土した土器群とは年代的に隔た りがある。また、両者の中間の時期の遺物が全く認められない

ことなどから、これらは比較的限定された時期の上器群で、遺構に伴 う可能性が高いと考えられる。図化できたの

は土師器 12点 (第54図、写真40・ 41)である。

1は ミニチュア土器で、外面は赤彩が施されている。

2・ 3は高芥で部分的な遺存であるが、脚上部が円柱状で中・下部が円錐台状を呈するタイプと推定される。外

面は 2が ′ヽケロの後ナデ調整され、赤彩されている。 3は外面が磨滅しているため調整方法や赤彩の有無は不明で

ある。

4の壷は頸部下半のみの遺存である。内・外面共にハケロ調整で、外面には赤彩が施されている。

5は複合口縁の壷の回縁部で、口唇部を欠いているが、比較的直線的に開くものである。内・外面共にハケロ調

整で、内面は磨滅のためはっきりしないが、外面には赤彩が施されている。

6は焼成前底部穿孔の復合口縁壷で、口縁部・頸部・体部上半 。体部下半の各部位にそれぞれ復元できたもの (写

真41、 2-1～ 2-4)を 図上復元したものである。口唇部を欠いているため口径と器高が不明であり、また図上

復元のため各部の計測値は厳密なものではないが、復元した現存高31.3cm、 体部高21.5cIIl、 体部最大径24.4伽、底

部の穿孔部径8.Oclllで ある。底部 (穿孔部の周辺)の器厚は特に厚 くなく、そのまま体部に移行する。体部はほば

球形を呈してお り、最大径は中央部にある。頸部はやや開き気R/kで、口縁部は大きく外反する。口唇部を欠いてい

るためはっきりしないが、日径は体部最大径をやや上回る程度と推定される。胎土は比較的緻密で細砂粒を微量含

んでいる他、白色針状物質も僅かに認められる。調整は外面が細かいハケロであるが、体部下半のみはハケロの後

ナデ調整されてハケロが消されている。内面は口縁部と頸部が外面同様に細かいハケロ、体部はナデである。なお、

外面の口縁部から体部上半にかけてと口縁部内面には赤彩が施されている。また、積み上げ痕は体部上半の内面に

明瞭に観察され、幅は 1～ 3.5clll程度である。

7～ 10は同一個体である。体部 (?)がわずかに外側に屈曲している。屈曲部の外面には粘土組が貼 り付けられ、

表面には指頭あるいは棒状の工具のようなもので押しつけられた連続する浅い圧痕が認められる。外面は細かなハ

ケロ調整の後、一部に横方向のナデが施され、赤彩されている。内面はナデ調整である。胎土は緻密で細砂粒を微

量含んでいる他、白色針状物質もわずかに認められる。小片のために上下の位置関係がはっきりしないが、内面が

ナデ調整のみでしかも赤彩が内面にまでは及ばない点を重視し、この部分の内面が外から見えない部位に当たるの

ではないかと考えた結果、 7の ように上方が閉じるように内側に傾 く器形を想定した。器種については、図のよう

な形態であれば「手焙形土器」のようなものが考えられt)図 とは上下が逆で上方に向かって開く形であれば、有段

口縁の重の顕部から口縁部下端のような部位であるか、あるいは鉢のような器形が想定される。形態や調整技法か

らは壷の可能性は低いと思われるが、現段階ではあらゆる可能性を考慮して器種は不明としておきたい。

11・ 12は小片で、外面が磨滅しているが、甑と考えられる。

(註 )

1,こ れらの破片については「手焙形土器」である可能性が考えられたため、「手焙形土器の研究 (1)」 (高橋 :1996)を 著 している高

橋一夫氏をは じめ坂野和信氏、福田聖氏に実見 していただいた。その結果、現段階における結論 としては「器種は断定できないが、

手焙形土器ではない可能性が高い」との御教示をいただいている。

その理由としては
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配 写真図版
出土 地点

圃締
種 別 器  種 遺存度

量  倒
色 調 特 徴

口径 底  径 器高

1 40-1 ウ形周構基

堆積土
土師器 ニチ ェア 口縁部欠損

にぶい責橙色

橙色(赤彩部分)
ナデ、体部外面赤彩

40-2 方形周溝墓
堆積土

土師器 高不 脚部上半
(外)にぶい赤褐色

r内 魔ヽ苦綴侮

外

内

ハケロ後ナデ

ナデ?(磨滅)

3 40-3 方形 周焉墓
推宿 + 土師器 高不 脚部上半

(外)橙色

(内 )にがい責橙色

外

内

?(磨滅)
ナデ?(磨滅)

4 40-4 ,形周群塁
堆積土

土師器 一ｑ
頚部

2/5
(外 )にぶい赤褐色 (赤彩 )

(内〕灰責褐負

外

内

′ヽケロ
預部―ハケロ、体部―ナデ

5 41-] 方
形周溝墓

堆稽十
上師器 一霊

口縁部下半
1/4

(外,俺巴 (亦彩 リ

(内 )に ぶ い橙色 (赤彩 ?)

外

内

ケヽロ
ケヽロ後ナデ

41-2 方形周溝墓
堆積土

土師器 一笠 1/3
俳
務
い
岱

口縁～体部上半―赤 (赤

体部下半―にぶい橙色
日縁―赤 (赤彩)、 頚部～

―にぶい責蓬色

(外 )口 縁～体部上半―ハケロ、

体部下半―夕ヽケロ後ナデ

(内 )口縁～頚部―ハケロ、体部―ナデ

7 41-3 万形 周澪墓

姓宿 + 土師器 不 明 部分
外

内

にぶい種色 (赤彩)

にどい黄橙色

(外)ハ ケロ後一部ナデ

(内 )ナデ

8
方形周溝墓

准積土
土師器 不 明 小 片

外

内

にぶい橙色 く赤彩 )

にぶい責捲色
No 7と同一個体

9
方形周濤墓

堆糟十
土師器 不 明 小片

外

内

にがい橙色 (赤彩)
にぶい責橙色

No 7と同一個体

力形 周構基

堆積 土
土師器 不 明 小片

外

内

にどい橙色く赤彩)
にぶい責笹色

No 7と 同一個体

40-5 方形周溝墓
堆積土
土師器 甑 底部のみ にぶい責橙色

(外,?暗 灰 ,
(内 )ヘ ラナデ

40-6 方形 周濤墓

擁宿 + 土師器 甑 1/′ 2
にぶい責橙色

(外 )?(磨 滅 )、 一部ヘ ラケパ リ
(内Ⅲナデ

第54図  1号方形周清墓出土遺物 (2)



第 6節 その他の出土遺物

①現在確認されている手焙形土器とは器形が異なっている。

②通常、土器は製作時の粘土組の接合部で割れる場合が多い。手焙形土器は鉢部の日縁部で覆い部と接合されているので、割れる場

合も鉢部と覆い部の境界 (く びれ部)で割れるのが普通であるのに対し、これらの上器は帯状の貼り付け部のすぐ下で割れている。

したがって手焙形上器とは異なる製作技法でつくられていると推定される。

③これらの上器は赤彩されているが、手焙形土器で赤彩される例は極めて少ない。

④ハケロの方向は普通は上方から下方に向かうが、手焙形土器とした場合は方向が逆になってしまう。

以上のような点である。

2.有段口縁の壷の口縁部と頚部との接合部にこのような粘上組の貼 り付けがなされる類例はない。また古墳時代前期の壷の日縁部や

頚部の内面には、外面と同じようなヘラミガキやハケロ調整が施される例が多い。また、日縁部の内外面にヨコナデが施される場合

も、頚部内面にはハケロ調整が行われる例が多い。

第 6節 その他の出土遺物

各遺構以外の基本層 I～Ⅳ層中からも、土師器、須恵器、赤焼土器、土師質土器、陶器、磁器、瓦質土器、瓦、

石製品、鉄製品、銅製品、木製品などが約580点ほど出上している (表 18)。 これらのうち図示できたのは15点 (第55

図)である。

1.I層中出土遺物

陶器、金属製品、石製品など7点が図化できた。 1は瀬戸産の瓶子の脚と推定され、外面には浅責～にぶい黄褐

色の釉がかかる。 2は山茶碗窯系の鉢である。 3は瀬戸あるいは美濃の鉄釉の天目茶碗で、14～ 16世紀に比定され

る。 4は中国産の黒釉の天目茶碗で、12～ 13世紀に比定される。 5は砥石、 6は鉄釘、 7は銅銭である。

2.Ⅲ層中出土遺物

第 2節で述べたように、Ⅲ層は調査の際に削りすぎたため皿層中からの出土遺物は少ない。図化できたのは 9の

石日 (下臼)1点のみである。

3.Ⅳ層中出土遺物

土師質土器、磁器、石製品、鋼製品など6点が図化できた。10は ロクロ調整の上師質土器小皿で、底部は回転糸

切りされている。Hは青磁と推定される皿で、内面には櫛描文が描かれている。12・ 13は砥石、14は銅銭である。15

の勾玉は調査区東部のA-8グ リッド北壁を削っている際に出上したもので、この地区の下層で検出された方形周

溝墓と関連がある可能性が高い。

4.出土層不明の遺物

8の銅銭は調査区の壁面を削っている際に出上したもので、出土層位は不明である。
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No 写真図版 出土地点 層位 種  別 器 種 遺存度
法  量  鯛

色   調 特 徴
口 径 底 器  高

1 44-1 C-2 I層 陶器 瓶子 脚部1/8 (154)
(和)浅責色～

にがい黄褐色
瀬戸、15世紀

2 44-2 東部 I層 陶器 鉢 灰 自色 山茶碗祭系

3 44-3 B-6 I層 陶器 天目茶碗 底部1/3 (52) (和)黒褐色

(器面 )灰責色
頑戸か美濃、鉄釉、14～16世紀

雪 44-4 東部 I層 陶器 天目茶碗 底部1/3 (44) (釉)黒色

(器面)灰色
中国、黒釉、12～13世紀

No 写真図版 出土地点  層位 種 遺再度 長 さ 倒 幅 ω 厚 さ ω 重量  (g) 特 徴

5 44-5 東部 I層 石製品、砥石 1

44-6 部 先 端ヨ

`欠

04

7 44-7 I〕曽 釧製 品、 完形 永楽通宝

44-8 A-7  ?健 些) 銅製品、 濃 3ッノ
/4

?照通宝
45-1 B-7 Ⅲ層 石製品、石臼 1 ノ// 4 直径 (292) 下日

No 写真図版 出土地点  層位 種   別 器  種 遺存度
旨  m

色    調 特 徴
口  径 底  径 器  高

45-2 B-6 7 Ⅳ層 土師質土器 下半 1/3 灰褐色 (内  外 )ロ クロ、底部回転糸切
45-3 A B-7  Ⅳ層 磁器 (青磁 ?) Ell 風部 1/4 灰オ リーブ 中国、櫛描文

No 写真図版 種 潰 存 長さ 伽 幅 tml ,軍さ m 特 徴

45-4 A B-7 Ⅳ 層 石製 品、砒 石 端部 欠 19 15

B-6 7  Ⅳ
'蕃

石製品、砥石 端部欠損 25～38 13～27
14 45-6 B-8 Ⅳ層 銅製品、銅銭 完形 治平元宝

15 藁 部 W 石製品、勾玉 字 形 22 07 7

第55図 その他の出土遺物
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今回の調査では各遺構および基本層から土師器、須恵器、赤焼土器、土師質土器、陶器、磁器、瓦質土器、瓦、

石製品、鉄製品、鋼製品、木製品、種子等の自然遺物など各種の遺物が3861点 出土している (表 18)。 しかし復元

できた個体数が少ないため、分類をして検討を加えることができない。 したがってここでは種別ごとにまとめて前

章で触れられなかった点を中心に述べることとする。

1.中 。近世の遺物

(1)土師質土器

皿・小皿が15点出土している。 ロクロ調整と手づくねのものがあるが、大部分がロクロ調整で手づくねのものは

1点のみである。

ロクロ調整のものは 3点図化できた (第 8図 1、 第 16図 2、 第55図 10)。 全体形が判るものはないが全て薄手の

ものである。

手づくねのものは SDlか ら皿が 1点 (第 8図 5)のみ出上 している。九底風平底で、口唇部が三角形を呈する
厚手のもので、日縁部がヨコナデ、体部外面はヘラケズリされている。

土師質土器皿 (かわらけ)については、まだ県内の編年が確立されてはいないが、南小泉遺跡において編年試案

が示されてお り、それによれば手づ くねの大皿 (口径 12～ 13cII)は 12世紀後半～末頃に位置づけられている。なお

福島県においては県内を細か く地域区分した編年作業が進んでいる。各地域によってかなり差があるためそのまま

仙台平野に引用することはできないが、手づくねのやや大型の皿に限ってみれば、これらは変遷の初期の段階に認

められるようであ り、南小泉遺跡とほぼ同様の状況であると言えよう。当遺跡のものは共伴遺物が不明なため時期

を限定することは出来ないが、12世紀後半～13世紀頃のものと考えておきたい。なお、ロクロ調整の皿については

年代を限定することはできない。

(2)陶器

全部で58点出土してお り、中世が34点、近世が 2点、近・現代のもの22点である。

中世の無釉陶器としては在地産および常滑産の甕類がやや多く、渥美産の壼、山茶碗窯系 (第55図 2)や東海地

方産と推定される鉢類が少量加わる。これらの大部分は体部資料のため図示できず、詳細な年代は不明である。な

おこの他には瀬戸産 (第H図 1)・ 瀬戸あるいは美濃産 (第55図 3)・ 中国産 (第55図 4)の天目茶碗、頼戸産の

瓶子の脚 (第55図 1)と推定されるものなどがある。点数は少ないが、年代的にはほば中世全般にわたって認めら

れ、天目茶碗や瓶子などの存在から武士階級に係わる屋敷等があったことが窺える。

一方、近世の陶器は非常に少なく、大堀相馬 1点、 SDlか ら出土 した岸窯系の九皿 (片 口)1点 (第 8図 2)
のみである。これは近世の遺構が少ないせいもあるが、前章で述べたように、基本層Ⅲ層をやや掘 りすぎたことも

影響していると考えられる。岸窯系の九皿 (片 口)と したものは日縁部をややつまみ出すような形態となってお り、

岸窯産のもののように体部から続 くラインをそのまま丸く収めるものとはやや異なっている。しかしながら、釉の

色調、焼成、底部の切離し法などに共通する点が多いことから、岸窯産 とは断定できないものの、同じ技術系譜に

連なる窯の製品と推定される。

(3)磁器

全部で12点出土してお り、中世が 7点、近世が 2点、近現代が 3点である。
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中世のものは全て中国産である。このうちSE2出土の皿 1点のみが染付 (第 18図 2)である他はほとんどが龍

泉窯系の青磁である。青磁のうち図化できたのはSDlか ら出土した碗 2点 (第 8図 3・ 6)、 SD6の碗 1点 (第
16図 1)、 SB6の碗 1点 (第49図 1)で、この他に基本層Ⅳ層から出土した青磁と推定される櫛描文の皿 (第55

図H)がある。染付皿が16世紀後半、他の青磁碗は13～ 14世紀に比定される。

近世のものはSDl出上の 1点 (第 8図 4)が図化できた。肥前産の染付皿である。

(4)瓦質土器

基本層 IoI層から小片が 2点出土したのみである。

(5)瓦

基本層 I・ I層から桟瓦片が 2点出土したのみである。

(6)石製品

砥石 5点、粉挽き臼 (下臼)1点、茶臼 (下田)1点が出土している。なお、砥石のうち基本層出上の 2点 とS

DlA・ SD2出上の 1点は古代の遺物である可能性もある。

(7)金属製品

鉄製品として釘 4点、刀子 5点、銅製品として銭 4点がある。なお、鉄製品のうち基本層出上の釘 2点は古代の

遺物である可能性もある。

(8)木製品

SDlA・ SD2か ら遺存状況は悪いが漆器椀 2点が出土している (第 8図 8・ 9)。 1点は内面に赤漆が塗ら

れてお り、もう1点は高くて厚い高台が付 くものである。年代は限定できないが、前者がおおよそ15世紀以降、後

者は高台がやや外反する特徴から16世紀後半以降に比定されよう。なお、この他にSE2か ら用途不明の棒状のも

のが出土している。

(9)自 然遺物

馬の歯、種別不明の焼骨小片の他、 SDlA・ 2・ 5か らはクル ミの種子、 SD6か らはクル ミとモモの種子が

出土している。

2.古墳～平安時代の遺物

(1)土師器

破片が3562点出土したが、図示できたのは方形周溝墓の確認面から出土した 7個体 (第53図 )と 堆積土中から出

上した13個体 (第54図)のみである。

確認面から出土した土器には、ロクロ調整の外・甕、非ロクロ調整の壷・甕がある。以下に器種ごとの特徴につ

いて触れておく。

不  3点ある (第53図 1～ 3)。 器形はすべて体部が内湾する坑形を呈し、底部が遺存する 1と 3は共に切離し技

法は回転糸切りで、 1は体部下端に手持ちヘラケズリが施されている。全体形が判る1の底径/口径比は040であ

る。これらの特徴を持つ土器は、家老内遺跡第 2号住居 (真山 :1981)、 宮前遺跡第ⅣB群 (丹羽 :1983)、 清水遺

跡ⅧB・ ⅧC群 (丹羽他 :1981)、 安久東遺跡第 2号住居 (土岐山 :1980)、 中田南遺跡ⅣB群土器 (太田 11994)、

多賀城跡第60次調査 S K2113(真 山他 :1991)、 同第61次調査第 7・ 10・ H層出土土器 (真山他 :1991)な ど多く

の遺跡で認められ、多賀城D群・E群土器 (白鳥 :1980)に相当する。ほぼ 9世紀後半～10世紀中葉にかけて存続

するタイプで昆ちが、厳密な共伴関係が不明なため詳細な年代を特定することはできない。

甕 甕は 3点で (第 53図 4・ 5・ 7)、 ロクロ調整のもの、ハケロ調整のもの、ヘラケパリ調整のものがある。年

代は限定できないが、ヘラケズリ調整のものは体部上半がロクロ調整である可能性があることや、ハヶ口調整の甕

も中田南遺跡のように9世紀代まで残る例があること、さらに芥はすべてロクロ調整であることなどから甕もほぼ
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平安時代の所産である可能性が高い。

壷 広口の短頚壷で (第 53図 6)、 日縁部内外面と外面の体部上部がヨコナデ、外面体部下半がヘラケズリされて

いる。土師器には類例がなく、須恵器を模倣 した可能性がある。

以上のように、方形周溝墓確認面から出上した土師器は概ね平安時代前半頃のものと考えられる。

次に、方形周溝墓堆積上の下層を中心に出土した上器 (第54図)について述べる。

図示した土器群は、 7～ 10の器種不明 (手焙形 ?)土器を除いて塩釜式 (氏家 :1957)の範疇に合まれるもので

ある。塩釜式上器については丹羽茂氏 (丹羽 :1985)、 次山淳氏 (次山 :1992)、 辻秀人氏 (辻 :1994,1995)な ど

によって編年案が示されている。それぞれの編年によって時期区分の設定に差があるが、総体的に見て各期におけ

る土器のセット関係や各器種の変遷過程は同じであると考えられるので、これらの編年案に沿いながら高外・重・

甑について、それぞれの特徴をまとめながら編年的位置についてみてみたい。なお、 7～ 10の上器については後述

する。

高杯  2点あるが、脚部上半部のみの遺存である。脚部の長さが不明確であるが、脚上部が柱状中実で下半部が大

きく開くタイプと推定され、中実の部分が短い 2は安久東遺跡方形周溝墓出上のもの (土岐山 :1980)に類似し、

中実の部分がやや長い 3は清水遺跡第Ⅳ層出土のもの (丹羽 :1981)に類似している。

高芥については各タイプの変遷が確実に捉えられているわけではない。ただ、 2・ 3の ように脚上部が柱状中実

で脚下半部が大きく開くタイプは、脚部全体が柱状中実で長いものの祖形 と考えられており、丹羽編年ではIA段

階、次山編年では第 2～ 3段階、辻編年ではⅢ-2期 とされている。

壺 3点ある。複合口縁のものが 2点であるが、あとの 1点も複合口縁である可能性がある。全体形が判るのは 1

点 (第53図 6)で、焼成前に底部穿孔されたものである。口唇部を欠いているが、口径が体部径をやや上回る程度

ではば同じと推定されることや、口縁部の段が粥瞭なこと、体部が球形を呈することなどの特徴が安久東遺跡方形

周溝墓出土の壷に類似している。ただし若千異なる点としては、安久東遺跡の三のほうが体部がやや偏平で体部最

大径が中央よりもやや下にあ り、なかにはやや下膨れの感じを与えるものもあること、さらに安久東遺跡の壷のほ

うが底部がやや突出していることなどがあげられる。

複合 (二段)口縁で底部が穿孔される壷は一般集落からはあまり出上 しないため細かな変遷が明らかではなく、

底部の形態と時期差との関係は不明であるが、体部の形態に注目すれば古いものは体部が球形に近 く、新しい段階

になるとやや長胴化していく傾向がある。この点からすると当遺跡の三は安久東遺跡方形周溝墓出土の壷よりもや

や後出的で、今熊野遺跡第 1号方形周溝墓 (丹羽 :1985)の壷よりは先行する要素を持っているといえる。したが

って、時期的には安久東とほば同じと考えられるが、先に述べたように体部の形態からするとこれよりもやや下る

可能性もある。安久東遺跡の壷は丹羽編年ではⅡA段階、辻編年ではI-2期 とされてお り、今熊野遺跡第 1号方

形周溝墓の壷は丹羽編年ではIA段階でもIB段階に近い時期、辻編年ではⅢ-3期 とされていることからすると

当遺跡出土の壷は丹羽編年ではIA段階、辻編年ではI-2期 ～Ⅲ-1期にあた り、次山編年では第 2段階に相当

する。

甑 単孔式の底部小片が 2点ある (第 54図 H。 12)。 2点 ともに全体形は不明であるが底部が丸底風で突出しない

形態は大橋遺跡第 I層 (太田 :1980)、 宮前遺跡第38号住居 (丹羽 :1983)な どに類例がある。

甑は古い段階の資料が少ないが、新 しい段階になると底部が突出する傾向があることが指摘されてお り (辻 :

1995)、 11・ 12の ような形態は辻編年 I-1～ Ⅲ-2期の段階にかけて認められる。

以上のように、高必・底部穿孔壷・甑について個別にその編年的位置を検討してみた。高不と底部穿孔壷は塩釜

式上器の変遷におけるほぼ中間の段階にあたると考えられ、甑は前半～中間段階と考えられる。出土状況からは厳
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密に共伴関係にあるとはいえないが、これらの上器は丹羽編年ではIA段階の器種構成として捉えられる。なお資
料点数が少ないことと、底部穿孔壷については他の器種とは異なった特殊な土器であることなどの制約があるため

断定は避けておきたいが、丹羽編年ではIA段階でも前半に近い時期、辻編年ではI-2～ Ⅲ-1期、次山編年で
は第 2段階に相当する可能性を考えておきたい。

器種不明土器

第54図 7～ 10の上器については、前章において器種・器形の問題と「手焙形土器」であるか否かの問題について

述べたが、ここでは「手賠形土器」と仮定した場合の年代的な問題について触れておきたい。

先に述べたように確実な共伴関係とは言えないが、 7～ 10の上器と一緒に出土している高芥と壼は辻編年のI―

2～Ⅲ-1期に相当することから 7～ 10の上器もほぼ同時期と考えられる。そして辻編年の I期は庄内式の新 しい

段階、同工期は布留式の古い段階に併行するとされていることから、当遺跡の方形周溝墓下層の出土土器群は布留

式の古段階に併行すると推定される。

高橋一夫氏は手焙形土器を「銅鐸の消滅と前後して出現し、定型化した前方後円墳が出現する頃には消滅する」

(高橋 :1996、 P-311)特別な祭祀具と推定している。高橋氏によれば、弥生時代後期中葉に畿内に出現 し、そ
の後九州北部から関東地方北部にまで波及する。東国においては庄内式併行期が出現期とされ、同期の後半に盛行

し、布留式併行期になると急速に消滅し、退化形態であるD類が少量認められる程度になる。

手賠形土器の下限については土器の持つ機能が具体的に解明されなければ限定はできないが、布留式併行期にも

わずかながらも認められることから、布留式の古段階に併行すると推定される 7～ 10の上器が手焙形土器であった

としても年代的には矛盾はない。また、高橋氏は手賠形土器が特別な祭祀具と仮定して「定型化した前方後円墳が

出現する頃には消滅する」としているが、仙台平野で最古の定型化 した前方後円墳として確認されているのは辻編

年のⅢ-4期とされている遠見塚古墳であるので、古墳の年代観と手焙形土器の衰退・消滅時期との関係とも合致
する。

以上のように、仮に手焙形土器であるとしても年代的には矛盾はなく、推測を達しくすれば、東北地方南部への

波及は東国よりも遅れ、全国的には手焙形土器の衰退期にあたる布留式併行期に至って東北地方南部に分布域が広

がってきた可能性が考えられる。

(2)石製品

勾玉が 1点ある (第 55図 15)。 前述 したように方形周溝墓との関連が予想される。

(註 )

1.調査者の鈴木功氏に実見していただいき、御教示を受けた。

2.『中田南遺跡』 (太田 :1994)に よると、内面に赤漆が塗られるものは15世紀、高台が高くて厚いものは16世紀以降に認められるよ

うになる。さらに高台が高くて外面がやや外反するものは新しい要素とされている。

3.県内のPク ロ土師器芥は、体部が直線的で、底部と体部下端に回転ヘラケズリや手持ちヘラケズリなどの再調整が施されるものが

初現形態であり、そこから体部が内湾して再調整が施されないものへ変遷していくことが明らかにされている。

体部が直線的なタイプを主体とする土器群の年代については、現段階では多賀城跡第60次調査 S E2101B Ⅲ層出上の木簡の年代か

らほば 9世紀前葉に確定されており (真山他 :1991)、 これより後出するタイプである体部が内湾するものは 9世紀前葉までは遡らな

いことが明らかにされている。またこのことは多賓城跡第61次調査 (真山他 :1991)で も層位的に確認されている他、小川淳一氏に

よっても指摘されている (小川 :1987)。

4.辻氏はこの器種を有子し鉢に分類している。
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第 2節 遺構 について

1.遺構の年代

前章で述べたように、今回の調査においては必ずしも層位的な精査ができたわけではないが、平面で確認できた

切り合い関係や調査区壁面の断面観察などによって遺構の新旧関係および掘 り込み面を切らかにすることができた。

これらの層序関係と遺物の年代観から各層ごとの遺構の年代についてまとめると以下のようになる。

(1)工 b層上面の遺構

Ib層上面の遺構は SD3と SD4が ある。年代を特定できる遺物が皆無であるが、後述するⅢ層との対比から

18～ 19世紀頃と推定される。

(2)Ⅲ層上面の遺構

Ⅲ層上面の遺構はSDlA・ SDlB・ SD5,SD7・ SD8・ SKlが ある。このうち年代がある程度限定

できる遺物 とそれらが出土している遺構には次のようなものがある。

SDlA・ lB 土師質土器皿 12世紀後半～13世紀 (第 8図 5)

龍泉窯系 青磁碗   13世紀 (第 8図 3・ 6)

岸窯系  丸皿 (片口)17世紀中葉～末   (第 8図 2)

肥前   染付皿   18世紀 ?     (第 8図 4)

SD5 瀬戸   天目茶碗  14世紀～ (第H図 1)

SDlA・ lBの遺物は12～ 13世紀のものと17～ 18世紀のものに分けられる。 SDlAは 調査時に SDlBoS

D2と 同時に掘 り込んでいるため遺物が区別できないが、 SDlAが lBを切っていることから岸窯系の丸皿や肥

前の染付皿などの新 しい遺物はSDlAに 帰属すると考えられる。な始、土師質土器皿と青磁碗は年代がかけ離れ

ていることからⅢ層上面の遺構とは関連がない可能性が高 く、周辺のⅣ層上面の遺構から混入したと推匙される。

一方、 SD5の 出土遺物もSDlAの 推定年代とは開きがあることから、これらも周辺のⅣ層上面の遺構から混

入したと推定される。

以上のように、Ⅲ層上面の遺構のうち年代が確定できるものは少ないが、 SDlAの 年代から考えて、Ⅲ層上面

の遺構の年代は大体17～ 18世紀頃と推定されよう。なお、重複関係から先に述べた SDlB→ SDlAの 変遷とS

Kl→ SD5→ SD7の 変遷は判明しているが、遺構間の詳細な併行関係は不明である。

(3)Ⅳ層上面の遺構

Ⅳ層上面の遺構にはSD6A・ SD6B・ SD9～ S Dll,SEl・ SE2・ SAl～ 6。 SBl～ 13がある。

このうち年代がある程度限定できる遺物とそれらが出土 している遺構には次のようなものがある。

SD6A・ 6B 龍泉窯系 青磁碗   12世紀後半～  (第 16図 1)

SE2     中国   染付皿   16世紀後半   (第 18図 2)

SB6-P122 龍泉窯系 青磁碗   14世紀 (第49図 1)

遺物の点数は少ないが、ほぼ中世全般にわたる。また、この他に前述したSDl・ SD5の 他、基本層 I層中か

らも12～ 16世紀頃の遺物が多く認められることから、Ⅳ層上面の遺構は大体12世紀後半～16世紀にかけてのものと

推定される。なお、Ⅳ層中から出上した遺物のうち最も新 しい遺物は初鋳年が西暦1064年 とされる治平元宝である

ことから、Ⅳ層の形成時期の下限はそのころと考えられ、このこともV層上面から掘 り込まれた遺構の年代と矛盾

しない。

(4)Va層 上面の遺構

Va層上面の遺構はSD2・ S D12・ S D13である。年代を確定できる遺物がないが、 SD2の 堆積土中に灰白
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色火山灰ブロックを含むことから、 SD2は 10世紀前半以前に掘られたことがわかる。また、直下のVb層上面の

遺構である方形周溝墓の確認面 (周溝堆積土最上層)か ら平安時代の上器群が出土していることからVa層の形成

は平安時代以前にまでは遡らないことが明らかである。これらのことからVa層上面の溝跡の年代は平安時代に収

まると考えられる。

(5)Vb層 上面の遺構

Vb層上面の遺構は 1号方形周溝墓のみである。時期は前節で行った遺物の検討から古墳時代前期中頃と推定さ

れる。

2.遺構の特徴 と変遷

各時代の遺構の特徴と変遷について、遺跡の周辺地区も含めてまとめてみたい。なお、第 1次調査区も含めた遺

構の分布を第56図に示したが、調査区の制約から遺構間の繋が り等については不明な点が多い。

(1)古墳時代

方形周溝墓は全体像が不明であるが、一辺27m程度と推定される。隣接する戸ノ内遺跡の方形周溝墓は24.5× 26

mと ほぼ同じであるが、今熊野遺跡では 7～15mの ものが多いことから27mと いう規模はやや大型であると言えよ

う。この地区で確認された方形周溝墓は、戸ノ内遺跡の 1基、当遺跡 1次調査の 3基に続いて 5基となり、墓域も

東側に広がってきている。今後さらに墓域の拡大が予想される。

なお、この地区の方形周溝墓の年代をみると、戸ノ内遺跡の方形周溝墓は辻編年 I-1期 とされ、当遺跡 1次調

査の 3基のうち 1号方形周溝墓は報文では丹羽編年の「 IA段階後半でIB段階により近い」とされているので辻

編年ではⅢ-2期に相当すると考えられ、 2・ 3号方形周溝墓は詳しい時期は不明であるが丹羽編年の第Ⅱ段階と

推定されている。今回発見された方形周溝墓は前述したように辻編年ではI-2～ Ⅲ-1期にあたることから、時

期的には戸ノ内遺跡と当遺跡 1次調査 1号方形周溝墓の中間を埋める形となる。

(2)平安時代

平安時代の遺構は溝 3条のみであるので、この時期の状況は不明な点が多い。ただ、方形周溝墓の確認面から比

較的多量の上器が出上していることから、調査区の周辺にこの時期の遺構があったことは予想される。なお、戸ノ

内遺跡や 1次調査でも平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が少数検出されているので、この時期には集落と言え

るかどうかは別として密度は希薄ながらも遺構が広がっていることがわかる。

(3)中世

中世の遺構はSD6A・ 6B。 9～ H、 SEl・ 2、 SAl～ 6、 SBl～ 13である。このうち、一本柱列と掘

立柱建物跡については前章において柱間隔や方向から同時期に存在した組合せを推定しているが、さらにこれらは

建物の特徴と方向から以下のような 6群に分類できる。

A群 西廂付の南北棟で、主軸は北から 7°東に振れ、周囲に塀か柵が巡る。(SBl・ SAl)

B群 北あるいは西廂付の南北棟で、主軸は北から15～ 21°東に振れる。 (SB2・ 3・ 4)

C群 廂が付かない東西棟で、主軸は北から83～85°東に振れる。 (SB7・ 8。 9)

D群 廂が付かない東西棟で、主軸は北から87°東に振れ、周囲に塀か柵が巡る。(SB5・ 6、 SA2)

E群 東か西あるいは東西に廂の付 く南北棟で、主軸は北から23～ 27°東に振れ、周囲に塀か柵が巡る。

(S B10・ SA3・ 4、 SBHoSA5、 S B12・ SA6)

F群 北廂が付 く南北棟で、主軸は北から20°西に振れる。 (S B13)

同じ方向を向く建物が必ずしも同時期であるとは断定できないが、ほとんど同じ場所で建て替えられた建物群が

類似する属性を持ついくつかのグループに分けられる場合、同じ属性を持つ建物群は近接した時期に連続して建て
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替えられている可能性が考えられる。そこで、柱穴の切 り合い関係から新旧が朔確になった遺構についてみてみる

と次のようになる。

SBl(A群 )→ SB4(B群 )→ SB8

SBl(A群 )→ SB9(C群 )・ S B10

SB2(B群 )→ SB8(C群 )→ SB9

SB3(B群 )→ SD9

SB7(C群 )→ SB8(C群 )・ S B10

SB9(C群 )→ SB5(D群 )

S B12(E群)→ S B13(F群 )

これらを総合すると、掘立柱建物跡および一本柱列は大別してA→ B→ C→ D・ E→ Fの各群の順に変遷し、な

おかつ各群中でも細かな変遷があることが判る。なお、D群とE群との新旧関係については不粥であるが、D群と

したSB5の方向がC群の建物に近いことから一応D群の方がE群よりも古い可能性を考えておきたい。また、 S

D10は性格がはっきりしないが、 SD6A・ 6B、 9・ Hの方向はSB5・ 7～ 9の方向に近いことから、これら

の溝跡についてはほぼC群およびD群と併行した時期のものと推定される。井戸跡については不明であるが、掘立

柱建物跡と一本柱列の各群を各小期に置き換え、清跡を加えてまとめると以下のようになる。

A期 B期 C期 D・ E期 F期

SD6A・ 6B

(C群 )

(E群 )

(C群)→ SBH(E群 )→ S B13(F群 )

(E群 )

S B13

SBl

SAl

SB8

S B10

SA3

SA4

重複

新旧不明

重復

新旧不明

第57図 中世遺構の新旧関係模式図
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第59図 中世遺構変遷図 (2)

なお、各期の詳細な年代については遺物が少ないため確定できない。

(4)近世

Ib層は層の特徴から畑の耕作土と推定される。この層上面から掘 り込まれた溝 (SD3・ SD4)の 性格につ

いては断定できないが、工 b層の性格からすると、畑に関わる区画溝などの可能性がある。年代は18～ 19世紀頃と

推定される。

(註 )

(1)調査時に同時に掘ったSD2の遺物である可能性も考えられたが、SD2は堆積土中に灰白色火山灰が認められることから、10

世紀前半には埋没過程にあると推定され、これらの遺物とは年代に開きがある。

第 3節 まとめ

調査の結果、Ⅲ～Ⅵ層上面で掘立柱建物跡 13棟、塀跡あるいは柵跡と考えられる一本柱列 6列、その他柱穴と考

えられるピット約50基、溝跡13条、土坑 1基、井戸跡 2基、方形周溝墓 1基を検出したが、これらはIb層、Ⅲ層、

Ⅳ層、Va層、Vb層に関わる遺構に分けられる。各層に関わる遺構の年代はIb層が近世後半、Ⅲ層が近世前半、

Ⅳ層が中世、Va層が平安時代、Vb層が古墳時代前期と推定される。前節と重複する部分もあるが、調査成果お

よび問題点を整理すると以下のようになる。

1.古墳時代前期の方形周溝墓が 1基検出された。方形周溝墓は隣接する戸ノ内遺跡のものが仙台平野では最古と

されているが、今回のものは戸ノ内遺跡に後続する時期にあたる。なおこの地区における方形周溝墓の検出数は

戸ノ内遺跡 1基、当遺跡 1次調査 3基で、今回の 1基を入れると合計 5基となる。これらの検出地点を合めた全

体の範囲は南北200m、 東西250mほ どになるが、墓域はさらに広がる可能性がある。

なお、遺物は焼成前に底部穿孔された複合口縁壷が 1点復元できた他、「手焙形土器」のような形態と推定さ
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れる土器が注目される。

2.平安時代の溝跡 3条が検出された他、方形周溝墓の堆積土最上層からこの時期の遺物が比較的多 く出上 した。

当該期の遺構は戸ノ内遺跡や 1次調査区でも検出されてお り、全容は不明ながらも平安時代の集落が東側にも広

がることが確認された。

3.中世の掘立柱建物跡13棟、塀跡あるいは柵跡 と考えられる一本柱列 6列、その他柱穴と推定されるピット約50

基、溝跡 5条、井戸跡 2基が検出された。戸ノ内遺跡や当遺跡 1次調査同様に「四郎丸館跡」との関連が予想さ

れるが、特に SD6Bの 底面には畝状の障壁があ り、城館特有の施設 として注目される。また、掘立柱建物跡と

一本柱列は両者の関係がほぼ明らかとな りさらに 6期の変遷が推定できた。各期の詳細な年代は確定できないが

各期を総合 して大体12世紀後半～16世紀 と考えておきたい。ただし 1次調査では13～ 14世紀の遺物が多 く出土 し

てお り、今回の調査結果とはやや違いがある。遺構のつなが りが不甥であることも含めて今後の課題となろう。

4.近世の遺構は溝跡 7条、土坑 1基で、 1次調査で検出されたような屋敷跡は発見できなかった。今回の調査区

がちょうど家敷から外れた畑地に相当したためと推定される。
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写真 1 方形周溝墓完掘状況

写真 2 中世の堀跡 (SD6)完 掘状況



写真 3 SD3確 認状況 (南東から) 写真4 SD3完 掘状況 (南東から)

写真 5 SD4確 認状況 (南東から) 写真 6 SD4完 掘状況 (南東から)

写真 7 SDlA・ lB。 2確認状況
(B-1・ 2グ リッド、東から)

写真 3 SDl A・ lB。 2完掘状況
(B-1・ 2グ リッド、西から)

写真 9 SDl A・ lB・
(B-1・ 2グ リ

2完掘状況
ッド、南東から) (BoC-2・ 3グ リッド、北西から)



写真 11

SDlA・ lB・ 2断面
(南から、 右俣」は SD2)

写真12
SD5完掘状況
(東から、向う側はSD4)

写真13
SD5断面 (南から)
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SD7完掘状況 (南東から) 写真15 SD7断 面 (南から)

写真17 SD8断 面 (北から)

写真19 SKl断 面 (南から)
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写真16 SD8完 掘状況
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写真18 SKl完掘状況 (南西から)
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写真20 SD6A・ 6B確認状況 (南東から) 写真21 SD6A・ 6B完掘】犬況 (西から)
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写真23 SD6A・ 6B断面 (南から)
i鶴



写真24 SEl完 掘状況 (南から)

,磁錢驚鶴               1生 |
写真26 SE2完 掘状況 (北から)

写真25 SEl断 面 (北から)

写真27 SE2断 面 (西から)

ｆ一註
五占熟感

写真28 Ⅳ層上面柱穴群全景 (B-6～ 8グ リッド、西から)
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Ｓ写真29

写真31 SD2断 面 (南から)

写真30 SD9断 面 (南から)
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写真32 S D12断面 (南から)

写真33 1号方形周溝墓完掘状況 (西から)



写真34

1号方形周溝墓確認状況 (東から)

写真35
1そ方形周溝墓完掘状況 (東から)4=蒐逮嫉露 ■義ゑ.



写真36 SD4A。 lB。 2出土遺物
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写真37 SD5・ 6出土遺物
l SD5陶器碗、2～ 5 SD6(2 磁器碗＼3 土師質土器皿、4 刀予、5 茶臼)

写真38 SEl・ 2出土遺物
l SE2磁器皿＼2 SE4刀子＼3 SE2棒状木製品



写真39 掘立柱建物跡・一本柱列跡出土遺物
l S86磁 器碗、 2 SB8刀 子、3 SA6刀 子、4 SA4砥 石、 5 S Bll砥 石

写真40 方形周溝墓出土遺物 (1)
1 ミニチュア土器、 2・ 3 高郎、4 壺、 5・ 6 甑



写真41 方形周溝墓出土遺物 (2) 1・ 2 壺、3 手培形土器 ?



写真42 方形周溝墓出土遺物 (3) 1～ 3 1Tk、 4 壺、5～ 7 甕

写真43

第 1次調査 1号方形周溝墓出上の壺



6

― I層 出土 ―
3・ 4 陶器碗＼5 砥石、

写真44 その他の出土遺物 (1)
1 陶器瓶子、 2 陶器鉢、 6 釘、 7・ 8 銅銭



写真45 その他の出土遺物 (2) 一 Ⅲ・V層出土―
1,  Ⅲ層 石臼
2～ 7 Ⅳ層  2 土師質土器小皿、3 磁器皿、 4・ 5,砥石＼6 鋼銭、 7.勾玉
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